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第１章 調査の実施概要 

１ 調査の目的  

本調査は、「塩竈市高齢者福祉計画・第10期介護保険事業計画」の策定にあたり、高齢者及びその家族

の生活実態や介護の状況、将来への不安や支援ニーズ等を把握し、本市における地域包括ケア体制の課

題を明らかにするとともに、持続可能な介護保険事業の運営及び高齢者福祉施策の充実に向けた基礎資

料を得ることを目的とするものです。 
 

２ 調査の内容  

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

 

調査対象者 
令和７年 11月１日現在、市内に居住する 65歳以上の要介護認

定を受けていない方 2,480 人を無作為抽出 
2,480人 

調査期間・方法 

令和７年 12月４日（木)～令和７年 12月 26日(金) 

※令和８年１月９日（金）回収分まで集計に含んでいる 

ＷＥＢ回答併用による郵送調査 

 

調査票の設計 

１ あなたのご家族や生活状況について ６設問 

２ からだを動かすことについて 10設問 

３ 食べることについて 10設問 

４ 毎日の生活について 18設問 

５ 地域での活動について ３設問 

６ 就労について ２設問 

７ たすけあいについて ８設問 

８ 健康について ９設問 

９ 認知症について ５設問 

10 塩竈市の介護事業について ４設問 

11 介護予防について ３設問 

設問数合計 78設問 

※調査票は資料編に掲載しています。 
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（２）在宅介護実態調査 
 

調査対象者 
令和７年 11月１日現在、市内に居住する 65歳以上の要介護・

要支援認定者及びその介護者の方 1,000人を無作為抽出 
1,000人 

調査期間・調査方法 

令和７年 12月４日(木)～令和７年 12月 26日(金) 

※令和８年１月９日（金）回収分まで集計に含んでいる 

ＷＥＢ回答併用による郵送調査 

 

調査票の設計 

１ ご本人（要介護者）の状況について ２設問 

２ 主な介護者等の状況（属性等）について ５設問 

３ 支援・サービス・訪問診療の利用状況・ニーズについて 13設問 

４ 主な介護者の就労状況について ４設問 

５ 介護生活を続ける際の不安や困りごと ３設問 

設問数合計 27設問 

※調査票は資料編に掲載しています。 

 

（３）若年者調査 

 

調査対象者 
令和７年 11月１日現在、市内に居住する 40歳から 64歳の方

650人を無作為抽出 
650人 

調査期間・調査方法 

令和７年 12月４日(木)～令和７年 12月 26日(金) 

※令和８年１月９日（金）回収分まで集計に含んでいる 

ＷＥＢ回答併用による郵送調査 

 

調査票の設計 

１ あなたご自身について ２設問 

２ 健康の状況について ４設問 

３ 介護保険制度について ３設問 

４ 今後の介護希望について ４設問 

５ 介護生活を続ける際の不安や困りごと ７設問 

６ 介護保険制度や高齢者福祉施策について ４設問 

設問数合計 24設問 

※調査票は資料編に掲載しています。 
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（４）介護サービス事業所実態調査 

市内で介護保険サービスを提供している事業者の事業の状況や、働いている方の状況、意見等を把握

するためのアンケートを実施し、提供するサービス内容等の実態と課題の把握や、介護保険サービスの

質の向上と適正な事業運営の推進に向け、検討するための基礎資料を得ることを目的としています。 
 

調査対象者 
令和７年 11月１日現在、市内で介護保険サービスを提供し

ている介護サービス事業者 92事業者を対象 
92事業所 

調査期間・調査方法 

令和７年 12月４日(木)～令和７年 12月 26日(金) 

※令和８年１月９日（金）回収分まで集計に含んでいる 

原則ＷＥＢ回答での調査（希望者には紙調査票を配布） 

 

調査票の設計 

１ 事業所の概要について ２設問 

２ 運営状況について ３設問 

３ 介護人材の定着・離職等について ８設問 

４ 今後の事業所の運営等について ２設問 

設問数合計 15設問 

※調査票は資料編に掲載しています。 

 

３ 配布・回収の結果 

本調査の回答状況は以下のとおりです。 
 

種 類 配布数 有効回収数 有効回収率 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 2,480件 1,513件 61.0％ 

在宅介護実態調査 1,000件 499件 49.9％ 

若年者調査 650件 271件 41.7％ 

介護サービス事業所実態調査 92件 61件 66.3％ 

 

４ 調査結果の見方 

○ｎ（number of cases）は回答割合算出における基数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを表

しています。 

○回答割合は百分率で表し、小数点第２位を四捨五入して算出しています。したがって、単一回答式の

質問においては、回答割合を合計しても100.0％にならない場合があります。 

また、複数回答式の質問においては、各設問の調査数を基数として算出するため、全ての選択肢の割

合を合計すると100.0％を超える場合があります。 

○図表中の0.0％（回答が皆無であったことを示す）の選択肢の回答割合は、図表中では「-」と表記し

ています。 

○図表及びコメントで、選択肢の語句等を一部簡略化等している場合があります。 
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第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

１ あなたのご家族や生活状況について  

問１－Ｑ１ 家族構成をお教えください（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成について、全体では「夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上)」が37.5％と最も多く、次いで「息

子・娘との２世帯」が19.8％、「１人暮らし」が18.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上)」が37.8％と最も多く、

次いで「息子・娘との２世帯」が19.7％、「１人暮らし」が18.7％となっています。 

要支援者等では「夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上)」が34.6％と最も多く、次いで「１人暮らし」、

「息子・娘との２世帯」が23.1％となっています。 

 

問１－Ｑ２ あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の生活で介護・介助が必要かについて、全体では「介護・介助は必要ない」が80.9％と最も多く、

次いで「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が6.1％、「現在、何らかの介護を受け

ている」が5.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「介護・介助は必要ない」が81.4％と最も多く、次いで「何ら

かの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が5.9％、「現在、何らかの介護を受けている」が5.2％

となっています。 

要支援者等では「介護・介助は必要ない」が46.2％と最も多く、次いで「現在、何らかの介護を受け

ている」が26.9％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が19.2％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要

だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を

受けている

無回答

80.9

81.4

46.2

6.1

5.9

19.2

5.5

5.2

26.9

7.5

7.6

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

１人暮らし

夫婦２人暮らし

（配偶者６５歳以上)

夫婦２人暮らし

（配偶者６４歳以下）

息子・娘との２世帯

その他

無回答

18.9

18.7

23.1

37.5

37.8

34.6

3.3

3.3

-

19.8

19.7

23.1

18.4

18.4

15.4

2.1

2.0

3.8
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問１－Ｑ２－１ 問１－Ｑ２で「２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」または

「３．現在、何らかの介護を受けている」と回答した方に伺います 

介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護・介助が必要になった主な原因について、全体では「高齢による衰弱」が27.4％と最も多く、次

いで「骨折・転倒」が17.1％、「心臓病」が12.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「高齢による衰弱」が27.8％と最も多く、次いで「骨折・転倒」

が15.4％、「心臓病」が13.0％となっています。 

要支援者等では「骨折・転倒」が33.3％と最も多く、次いで「高齢による衰弱」が25.0％となってい

ます。 

 

  

(%)

ｎ

高
齢
に
よ
る
衰
弱

骨
折
・
転
倒

心
臓
病

脳
卒
中
（

脳
出
血
・
脳
梗
塞

等
）

が
ん
（

悪
性
新
生
物
）

認
知
症
（

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病

等
）

視
覚
・
聴
覚
障
害

糖
尿
病

関
節
の
病
気
（

リ
ウ
マ
チ
等
）

脊
椎
損
傷

呼
吸
器
の
病
気
（

肺
気
腫
・
肺

炎
等
）

175 27.4 17.1 12.6 11.4 11.4 11.4 10.9 10.3 5.1 4.0 3.4

一般高齢者 162 27.8 15.4 13.0 11.7 11.7 12.3 11.1 10.5 4.9 3.7 3.1

要支援者等 12 25.0 33.3 - 8.3 8.3 - 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3

ｎ

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

腎
疾
患
（

透
析
）

そ
の
他

不
明

無
回
答

175 2.9 1.7 11.4 1.1 10.9

一般高齢者 162 3.1 1.9 11.7 1.2 11.1

要支援者等 12 - - - - 8.3

全  体

高
齢
者

区
分

全  体

高
齢
者

区
分
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問１－Ｑ２－２ 問１－Ｑ２で「３．現在、何らかの介護を受けている」と回答した方に伺います 

主にどなたの介護、介助を受けていますか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に介護・介助をしてくれている人について、全体では「娘」が31.3％と最も多く、次いで「配偶者

（夫・妻）」が30.1％、「介護サービスのヘルパー」が25.3％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「娘」、「配偶者（夫・妻）」が31.6％と最も多く、次いで「介護

サービスのヘルパー」が22.4％、「息子」が13.2％となっています。 

要支援者等では「介護サービスのヘルパー」が57.1％と最も多く、次いで「娘」が28.6％、「配偶者（夫・

妻）」、「孫」が14.3％となっています。 

 

問１－Ｑ３ 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現在の暮らしの経済状況について、全体では「ふつう」が54.3％と最も多く、次いで「やや苦しい」

が27.8％、「大変苦しい」が8.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「ふつう」が54.9％と最も多く、次いで「やや苦しい」が27.3％、

「大変苦しい」が8.4％となっています。 

要支援者等では「ふつう」が42.3％と最も多く、次いで「やや苦しい」が38.5％、「大変苦しい」が7.7％

となっています。  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

8.5

8.4

7.7

27.8

27.3

38.5

54.3

54.9

42.3

4.4

4.4

3.8

0.6

0.6

-

4.4

4.4

7.7

(%)

ｎ

娘 配
偶
者
（

夫
・
妻
）

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー

息
子

子
の
配
偶
者

孫 兄
弟
・
姉
妹

そ
の
他

無
回
答

83 31.3 30.1 25.3 12.0 3.6 3.6 3.6 16.9 3.6

一般高齢者 76 31.6 31.6 22.4 13.2 3.9 2.6 3.9 17.1 3.9

要支援者等 7 28.6 14.3 57.1 - - 14.3 - 14.3 -

全  体

高
齢
者

区
分



塩竈市  

12 

 

問１－Ｑ４ お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の暮らしている家の状況について、全体では「持家（一戸建て）」が83.1％と最も多く、次いで「公

営賃貸住宅」が5.0％、「持家（集合住宅）」が3.4％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「持家（一戸建て）」が83.4％と最も多く、次いで「公営賃貸住

宅」が5.0％、「持家（集合住宅）」が3.5％となっています。 

要支援者等では「持家（一戸建て）」が73.1％と最も多く、次いで「公営賃貸住宅」が7.7％、「民間賃

貸住宅（集合住宅）」が3.8％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

公営賃貸住宅

民間賃貸住宅

（一戸建て）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

借家

その他

無回答

83.1

83.4

73.1

3.4

3.5

-

5.0

5.0

7.7

0.8

0.8

-

3.1

3.0

3.8

1.5

1.5

-

0.9

0.9

3.8

2.1

1.9

11.5



第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

13 

 

２ からだを動かすことについて 

問２－Ｑ１ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇ることができるかについて、全体では「できるし、している」が

58.9％と最も多く、次いで「できるけどしていない」が20.4％、「できない」が17.7％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が59.7％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が20.4％、「できない」が17.0％となっています。 

要支援者等では「できない」が61.5％と最も多く、次いで「できるし、している」が19.2％、「できる

けどしていない」が7.7％となっています。 

 

問２－Ｑ２ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がることができるかについて、全体では「できるし、

している」が73.4％と最も多く、次いで「できるけどしていない」が12.5％、「できない」が11.4％とな

っています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が73.9％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が12.5％、「できない」が11.0％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が50.0％と最も多く、次いで「できない」が34.6％、「できる

けどしていない」が7.7％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

73.4

73.9

50.0

12.5

12.5

7.7

11.4

11.0

34.6

2.6

2.5

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

58.9

59.7

19.2

20.4

20.4

7.7

17.7

17.0

61.5

3.0

2.9

11.5
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問２－Ｑ３ 15分位続けて歩いていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分位続けて歩くことができるかについて、全体では「できるし、している」が72.6％と最も多く、

次いで「できるけどしていない」が17.9％、「できない」が7.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が72.9％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が17.8％、「できない」が7.4％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が61.5％と最も多く、次いで「できない」が19.2％、「できる

けどしていない」が15.4％となっています。 

 

問２－Ｑ４ 過去１年間に転んだ経験がありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去１年間に転んだ経験について、全体では「ない」が67.9％と最も多く、次いで「１度ある」が23.2％、

「何度もある」が7.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「ない」が68.2％と最も多く、次いで「１度ある」が23.2％、

「何度もある」が7.0％となっています。 

要支援者等では「ない」が57.7％と最も多く、次いで「何度もある」、「１度ある」が19.2％となって

います。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

何度もある

１度ある

ない

無回答

7.2

7.0

19.2

23.2

23.2

19.2

67.9

68.2

57.7

1.7

1.6

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

72.6

72.9

61.5

17.9

17.8

15.4

7.6

7.4

19.2

1.9

1.8

3.8
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問２－Ｑ５ 転倒に対する不安は大きいですか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒に対する不安の有無について、全体では「とても不安である」と「やや不安である」を合わせた

『不安がある』が56.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『不安がある』が55.5％となっています。 

要支援者等では『不安がある』が73.1％となっています。 

 

問２－Ｑ６ 週に１回以上は外出していますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週に１回以上の外出の有無について、全体では「週１回」、「週２～４回」、「週５回以上」を合わせた

『週１回以上』が91.3％、「ほとんど外出しない」が6.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『週１回以上』が91.4％、「ほとんど外出しない」が6.7％とな

っています。 

要支援者等では『週１回以上』が84.6％、「ほとんど外出しない」が11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

ほとんど外出しない

週１回

週２～４回

週５回以上

無回答

6.8

6.7

11.5

14.8

14.7

15.4

44.0

43.7

57.7

32.5

33.0

11.5

1.9

1.8

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

とても不安である

やや不安である

あまり不安でない

不安でない

無回答

15.7

15.3

34.6

40.3

40.2

38.5

27.3

27.8

15.4

14.3

14.6

3.8

2.3

2.2

7.7
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問２－Ｑ７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年と比べた外出の頻度について、全体では「とても減っている」と「減っている」を合わせた『昨

年より外出回数は減っている』が27.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『昨年より外出回数は減っている』が27.0％となっています。 

要支援者等では『昨年より外出回数は減っている』が42.3％となっています。 

 

問２－Ｑ８ 外出を控えていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出は控えているかについて、全体では「いいえ」が72.1％、「はい」が21.3％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が72.7％、「はい」が20.8％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が53.8％、「はい」が38.5％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

21.3

20.8

38.5

72.1

72.7

53.8

6.6

6.5

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

とても減っている

減っている

あまり減っていない

減っていない

無回答

4.2

4.1

15.4

23.3

22.9

26.9

36.4

36.7

38.5

34.4

34.7

15.4

1.7

1.6

3.8
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問２－Ｑ８－１ 問２－Ｑ８で「１．はい」（外出を控えている）と回答した方に伺います 

外出を控えている理由は、次のどれですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出を控えている理由について、全体では「足腰などの痛み」が54.0％と最も多く、次いで「外での

楽しみがない」が22.4％、「交通手段がない」が20.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「足腰などの痛み」が53.1％と最も多く、次いで「外での楽し

みがない」が22.0％、「交通手段がない」が21.3％となっています。 

要支援者等では「足腰などの痛み」が90.0％と最も多く、次いで「外での楽しみがない」、「耳の障害

（聞こえの問題など）」、「目の障害」が30.0％となっています。 

 

 

 

  

(%)

ｎ

足
腰
な
ど
の
痛
み

外
で
の
楽
し
み
が
な
い

交
通
手
段
が
な
い

ト
イ
レ
の
心
配
（

失
禁
な
ど
）

病
気

経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

耳
の
障
害
（

聞
こ
え
の
問
題
な

ど
）

目
の
障
害

障
害
（

脳
卒
中
の
後
遺
症
な

ど
）

そ
の
他

322 54.0 22.4 20.8 14.6 13.7 13.0 8.4 8.4 2.5 15.8

一般高齢者 305 53.1 22.0 21.3 14.4 13.8 13.4 7.9 7.9 2.6 15.7

要支援者等 10 90.0 30.0 20.0 20.0 10.0 - 30.0 30.0 - 10.0

全  体

高
齢
者

区
分
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問２－Ｑ９ 外出する際の移動手段は何ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出する際の移動手段について、全体では「自動車（自分で運転）」が53.3％と最も多く、次いで「徒

歩」が53.2％、「自動車（人に乗せてもらう）」が28.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「自動車（自分で運転）」が53.8％と最も多く、次いで「徒歩」

が53.4％、「自動車（人に乗せてもらう）」が28.1％となっています。 

要支援者等では「徒歩」が50.0％と最も多く、次いで「路線バス」が42.3％、「タクシー」が38.5％と

なっています。  

(%)

ｎ

自
動
車
（

自
分
で
運
転
）

徒
歩

自
動
車
（

人
に
乗
せ
て
も
ら

う
）

電
車

路
線
バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
転
車

バ
イ
ク

病
院
や
施
設
の
バ
ス

歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー

カ
ー

車
い
す

1,513 53.3 53.2 28.0 20.7 19.6 16.5 6.1 2.0 1.7 0.8 0.6

一般高齢者 1,469 53.8 53.4 28.1 20.8 19.3 16.2 6.1 2.0 1.6 0.7 0.6

要支援者等 26 15.4 50.0 34.6 19.2 42.3 38.5 3.8 3.8 7.7 3.8 -

ｎ

電
動
車
い
す
（

カ
ー

ト
）

そ
の
他

無
回
答

1,513 0.3 1.7 1.8

一般高齢者 1,469 0.2 1.8 1.8

要支援者等 26 - - -

全  体

高
齢
者

区
分

全  体

高
齢
者

区
分
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３ 食べることについて 

問３－Ｑ１ ＢＭＩ指数（身長・体重） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＭＩ指数について、全体では「標準（１８.５以上２５未満）」が63.0％と最も多く、次いで「肥満

（２５以上）」が26.3％、「やせ（１８.５未満）」が6.7％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「標準（１８.５以上２５未満）」が63.0％と最も多く、次いで

「肥満（２５以上）」が26.5％、「やせ（１８.５未満）」が6.7％となっています。 

要支援者等では「標準（１８.５以上２５未満）」が69.2％と最も多く、次いで「肥満（２５以上）」が

15.4％、「やせ（１８.５未満）」が7.7％となっています。 

 

 

問３－Ｑ２ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半年前に比べて固いものが食べにくくなったかについて、全体では「いいえ」が66.2％、「はい」が32.5％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が66.2％、「はい」が32.5％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が61.5％、「はい」が34.6％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

やせ（１８．５未満）

標準

（１８．５以上２５未満）

肥満（２５以上）

無回答

6.7

6.7

7.7

63.0

63.0

69.2

26.3

26.5

15.4

4.0

3.8

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

32.5

32.5

34.6

66.2

66.2

61.5

1.4

1.3

3.8
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問３－Ｑ３ お茶や汁物等でむせることがありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お茶や汁物等でむせることがあるかについて、全体では「いいえ」が73.3％、「はい」が25.2％となっ

ています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が73.4％、「はい」が25.2％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が73.1％、「はい」が26.9％となっています。 

 

 

問３－Ｑ４ 口の渇きが気になりますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口の渇きが気になるかについて、全体では「いいえ」が71.1％、「はい」が27.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が71.3％、「はい」が26.8％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が65.4％、「はい」が30.8％となっています。 

 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

25.2

25.2

26.9

73.3

73.4

73.1

1.5

1.4

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

27.0

26.8

30.8

71.1

71.3

65.4

2.0

1.9

3.8
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問３－Ｑ５ 歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯磨きを毎日しているかについて、全体では「はい」が90.6％、「いいえ」が8.3％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が90.9％、「いいえ」が8.1％となっています。 

要支援者等では「はい」が73.1％、「いいえ」が23.1％となっています。 

 

問３－Ｑ６ 歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください（○は１つ） 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯の数と入れ歯の利用状況について、全体では「自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし」が36.9％

と最も多く、次いで「自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用」が35.6％、「自分の歯は20本以上、かつ

入れ歯を利用」が13.4％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし」が36.8％と最も多

く、次いで「自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用」が35.9％、「自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を

利用」が13.7％となっています。 

要支援者等では「自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用」が38.5％と最も多く、次いで「自分の歯

は20本以上、入れ歯の利用なし」が30.8％、「自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし」が19.2％となっ

ています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

自分の歯は２０本以上、

かつ入れ歯を利用

自分の歯は２０本以上、

入れ歯の利用なし

自分の歯は１９本以下、

かつ入れ歯を利用

自分の歯は１９本以下、

入れ歯の利用なし

無回答

13.4

13.7

3.8

36.9

36.8

30.8

35.6

35.9

38.5

11.2

10.9

19.2

2.8

2.7

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

90.6

90.9

73.1

8.3

8.1

23.1

1.1

1.0

3.8
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問３－Ｑ６―１ 嚙み合わせは良いですか(〇は１つ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噛み合わせは良いかについて、全体では「はい」が78.1％、「いいえ」が17.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が78.4％、「いいえ」が17.5％となっています。 

要支援者等では「はい」が65.4％、「いいえ」が23.1％となっています。 

 

問３－Ｑ６―２ 問３－Ｑ６で「１．自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」または「３．自分

の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」と回答した方に伺います 

毎日入れ歯の手入れをしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日入れ歯の手入れをしているかについて、全体では「はい」が88.7％、「いいえ」が5.0％となって

います。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が88.6％、「いいえ」が5.1％となっています。 

要支援者等では「はい」のみとなっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

78.1

78.4

65.4

17.6

17.5

23.1

4.3

4.1

11.5

全  体 (n=742)
（％）

一般高齢者 (n=729)

要支援者等 (n=11)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

88.7

88.6

100.0

5.0

5.1

-

6.3

6.3

-
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問３－Ｑ７ ６か月間で２～３㎏以上の体重減少はありましたか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６か月間で２～３㎏以上の体重減少があったかについて、全体では「いいえ」が80.5％、「はい」が12.0％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が80.6％、「はい」が11.8％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が80.8％、「はい」が15.4％となっています。 

 

問３－Ｑ８ どなたかと食事をともにする機会はありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どなたかと食事をともにする機会について、全体では「毎日ある」が54.5％と最も多く、次いで「月

に何度かある」が13.7％、「年に何度かある」が10.1％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「毎日ある」が54.8％と最も多く、次いで「月に何度かある」

が13.6％、「年に何度かある」が9.9％となっています。 

要支援者等では「毎日ある」が46.2％と最も多く、次いで「月に何度かある」が19.2％、「年に何度か

ある」が15.4％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

54.5

54.8

46.2

8.1

8.1

7.7

13.7

13.6

19.2

10.1

9.9

15.4

7.3

7.2

7.7

6.3

6.4

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

12.0

11.8

15.4

80.5

80.6

80.8

7.5

7.6

3.8
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４ 毎日の生活について 

問４－Ｑ１ 物忘れが多いと感じますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物忘れが多いと感じるかについて、全体では「いいえ」が58.6％、「はい」が40.1％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が59.1％、「はい」が39.6％となっています。 

要支援者等では「はい」と「いいえ」が50.0％ずつとなっています。 

 

問４－Ｑ２ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で電話番号を調べて、電話をかけるかについて、全体では「はい」が84.2％、「いいえ」が14.9％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が84.5％、「いいえ」が14.7％となっています。 

要支援者等では「はい」が76.9％、「いいえ」が23.1％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

84.2

84.5

76.9

14.9

14.7

23.1

0.9

0.8

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

40.1

39.6

50.0

58.6

59.1

50.0

1.3

1.3

-
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問４－Ｑ３ 今日が何月何日かわからない時がありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日が何月何日かわからない時があるかについて、全体では「いいえ」が71.4％、「はい」が27.4％と

なっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が71.8％、「はい」が27.1％となっています。 

要支援者等では「はい」と「いいえ」が50.0％ずつとなっています。 

 

問４－Ｑ４ バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可）（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスや電車を使って1人で外出しているかについて、全体では「できるし、している」が77.3％と最も

多く、次いで「できるけどしていない」が15.5％、「できない」が5.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が77.5％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が15.6％、「できない」が5.7％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が61.5％と最も多く、次いで「できない」が19.2％、「できる

けどしていない」が15.4％となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

77.3

77.5

61.5

15.5

15.6

15.4

5.9

5.7

19.2

1.3

1.2

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

27.4

27.1

50.0

71.4

71.8

50.0

1.1

1.1

-
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問４－Ｑ５ 自分で食品・日用品の買物をしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で食品・日用品の買物をしているかについて、全体では「できるし、している」が83.1％と最も

多く、次いで「できるけどしていない」が11.2％、「できない」が4.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が83.5％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が11.2％、「できない」が4.4％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が65.4％と最も多く、次いで「できない」が19.2％、「できる

けどしていない」が15.4％となっています。 
 

問４－Ｑ６ 自分で食事の用意をしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で食事の用意をしているかについて、全体では「できるし、している」が72.2％と最も多く、次

いで「できるけどしていない」が19.8％、「できない」が7.1％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が72.6％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が19.7％、「できない」が6.8％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が65.4％と最も多く、次いで「できない」が19.2％、「できる

けどしていない」が15.4％となっています。 

 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

72.2

72.6

65.4

19.8

19.7

15.4

7.1

6.8

19.2

0.9

0.9

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

83.1

83.5

65.4

11.2

11.2

15.4

4.8

4.4

19.2

0.9

0.9

-
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問４－Ｑ７ 自分で請求書の支払いをしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で請求書の支払いをしているかについて、全体では「できるし、している」が81.8％と最も多く、

次いで「できるけどしていない」が13.2％、「できない」が4.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が82.0％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が13.4％、「できない」が3.6％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が76.9％と最も多く、次いで「できない」が19.2％、「できる

けどしていない」が3.8％となっています。 

 

問４－Ｑ８ 自分で預貯金の出し入れをしていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で預貯金の出し入れをしているかについて、全体では「できるし、している」が81.6％と最も多

く、次いで「できるけどしていない」が13.6％、「できない」が4.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「できるし、している」が81.8％と最も多く、次いで「できる

けどしていない」が13.8％、「できない」が3.8％となっています。 

要支援者等では「できるし、している」が73.1％と最も多く、次いで「できない」が15.4％、「できる

けどしていない」が7.7％となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

81.6

81.8

73.1

13.6

13.8

7.7

4.0

3.8

15.4

0.8

0.7

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

81.8

82.0

76.9

13.2

13.4

3.8

4.0

3.6

19.2

1.0

1.0

-
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問４－Ｑ９ 年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年金などの書類が書けるかについて、全体では「はい」が90.0％、「いいえ」が8.7％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が90.3％、「いいえ」が8.5％となっています。 

要支援者等では「はい」が73.1％、「いいえ」が23.1％となっています。 

 

問４－Ｑ10 新聞を読んでいますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞を読んでいるかについて、全体では「はい」が71.0％、「いいえ」が28.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が70.7％、「いいえ」が28.3％となっています。 

要支援者等では「はい」が84.6％、「いいえ」が15.4％となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

71.0

70.7

84.6

28.0

28.3

15.4

1.1

1.0

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

90.0

90.3

73.1

8.7

8.5

23.1

1.3

1.2

3.8



第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

29 

 

問４－Ｑ11 本や雑誌を読んでいますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本や雑誌を読んでいるかについて、全体では「はい」が67.0％、「いいえ」が31.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が67.2％、「いいえ」が31.8％となっています。 

要支援者等では「はい」が69.2％、「いいえ」が26.9％となっています。 

 

問４－Ｑ12 健康についての記事や番組に関心がありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康についての記事や番組に関心があるかについて、全体では「はい」が88.2％、「いいえ」が10.8％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が88.5％、「いいえ」が10.6％となっています。 

要支援者等では「はい」が88.5％、「いいえ」が11.5％となっています。 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

88.2

88.5

88.5

10.8

10.6

11.5

1.0

1.0

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

67.0

67.2

69.2

31.9

31.8

26.9

1.1

1.0

3.8
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問４－Ｑ13 友人の家を訪ねていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人の家を訪ねているかについて、全体では「いいえ」が56.9％、「はい」が42.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が57.0％、「はい」が42.0％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が50.0％、「はい」が46.2％となっています。 

 

問４－Ｑ14 家族や友人の相談にのっていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族や友人の相談にのっているかについて、全体では「はい」が72.8％、「いいえ」が26.2％となって

います。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が73.1％、「いいえ」が26.1％となっています。 

要支援者等では「はい」が65.4％、「いいえ」が30.8％となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

72.8

73.1

65.4

26.2

26.1

30.8

0.9

0.8

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

42.0

42.0

46.2

56.9

57.0

50.0

1.1

1.0

3.8
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問４－Ｑ15 病人を見舞うことができますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病人を見舞うことができるかについて、全体では「はい」が86.1％、「いいえ」が12.2％となっていま

す。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が86.3％、「いいえ」が12.0％となっています。 

要支援者等では「はい」が73.1％、「いいえ」が26.9％となっています。 

  

問４－Ｑ16 若い人に自分から話しかけることがありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若い人に自分から話しかけることがあるかについて、全体では「はい」が72.3％と最も多く、次いで

「いいえ」が25.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「はい」が72.3％、「いいえ」が25.9％となっています。 

要支援者等では「はい」が76.9％、「いいえ」が23.1％となっています。 

  

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

72.3

72.3

76.9

25.9

25.9

23.1

1.8

1.8

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

86.1

86.3

73.1

12.2

12.0

26.9

1.7

1.7

-
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問４－Ｑ17 趣味はありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣味はあるかについて、全体では「趣味あり」が67.0％、「思いつかない」が28.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「趣味あり」が67.3％、「思いつかない」が28.3％となっていま

す。 

要支援者等では「趣味あり」が53.8％、「思いつかない」が46.2％となっています。 

 

問４－Ｑ18 生きがいはありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きがいはあるかについて、全体では「生きがいあり」が51.3％、「思いつかない」が43.0％となって

います。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「生きがいあり」が51.6％、「思いつかない」が42.6％となって

います。 

要支援者等では「生きがいあり」が46.2％、「思いつかない」が53.8％となっています。 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

生きがいあり

思いつかない

無回答

51.3

51.6

46.2

43.0

42.6

53.8

5.7

5.8

-

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

趣味あり

思いつかない

無回答

67.0

67.3

53.8

28.6

28.3

46.2

4.4

4.5

-
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５ 地域での活動について 

問５－Ｑ１ 以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

※①-⑧それぞれに回答してください（それぞれ○は１つ） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ等への参加頻度について、全体では「週４回以上」、「週２～３回」、「週１回」を合わせた『週

１回以上』は「⑧収入のある仕事」が20.8％と最も多く、次いで「②スポーツ関係のグループやクラブ」

が10.5％、「③趣味関係のグループ」が8.0％となっています。 

  

①ボランティアのグループ (n=1,513)
（％）

②スポーツ関係のグループやクラブ (n=1,513)

③趣味関係のグループ (n=1,513)

④学習･教養サークル (n=1,513)

⑤健康体操・サロンなどの通いの場 (n=1,513)

⑥老人クラブ (n=1,513)

⑦町内会・自治会 (n=1,513)

⑧収入のある仕事 (n=1,513)

  凡　例

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.7

1.7

0.8

0.1

1.3

0.1

0.3

14.5

1.3

4.6

2.6

0.7

2.6

0.4

0.4

5.4

1.0

4.2

4.6

1.1

2.6

0.4

0.9

0.9

3.2

3.3

8.0

3.0

3.9

0.4

5.5

1.5

3.4

2.5

4.7

2.8

1.7

1.1

21.0

1.4

70.8

64.4

61.3

71.0

69.0

76.0

54.7

57.6

19.7

19.4

18.1

21.2

19.0

21.7

17.1

18.9
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【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般高齢者では、『週１回以上』は「⑧収入のある仕事」が21.0％と最も多く、次いで「②スポーツ関

係のグループやクラブ」が10.5％、「③趣味関係のグループ」が8.0％となっています。 

 

 

 

 

  

①ボランティアのグループ (n=1,469)
（％）

②スポーツ関係のグループやクラブ (n=1,469)

③趣味関係のグループ (n=1,469)

④学習･教養サークル (n=1,469)

⑤健康体操・サロンなどの通いの場 (n=1,469)

⑥老人クラブ (n=1,469)

⑦町内会・自治会 (n=1,469)

⑧収入のある仕事 (n=1,469)

  凡　例

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.7

1.7

0.8

0.1

1.3

0.1

0.3

14.6

1.3

4.6

2.6

0.7

2.5

0.4

0.4

5.5

1.0

4.2

4.6

1.1

2.6

0.3

1.0

0.9

3.2

3.4

8.1

3.1

3.9

0.4

5.4

1.4

3.3

2.4

4.7

2.9

1.6

1.1

21.4

1.4

70.8

64.4

61.2

70.9

69.2

76.0

54.4

57.5

19.7

19.3

18.0

21.2

19.1

21.6

17.1

18.8
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【要支援者等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援者等では、『週１回以上』は「⑤健康体操・サロンなどの通いの場」が15.3％と最も多く、次い

で「②スポーツ関係のグループやクラブ」が7.6％となっています。 

 

 

  

①ボランティアのグループ (n=26)
（％）

②スポーツ関係のグループやクラブ (n=26)

③趣味関係のグループ (n=26)

④学習･教養サークル (n=26)

⑤健康体操・サロンなどの通いの場 (n=26)

⑥老人クラブ (n=26)

⑦町内会・自治会 (n=26)

⑧収入のある仕事 (n=26)

  凡　例

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

-

3.8

-

-

11.5

-

-

-

3.8

3.8

3.8

-

3.8

3.8

-

-

-

-

3.8

-

3.8

-

7.7

3.8

-

7.7

-

-

3.8

-

3.8

-

69.2

53.8

61.5

69.2

57.7

65.4

61.5

65.4

26.9

30.8

30.8

30.8

19.2

30.8

26.9

30.8
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問５－Ｑ２ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

した地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思

いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者としてグループ活動等に参加してみたいかについて、全体では「参加してもよい」が46.0％と

最も多く、次いで「参加したくない」が39.9％、「是非参加したい」が6.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「参加してもよい」が46.1％と最も多く、次いで「参加したく

ない」が39.8％、「是非参加したい」が6.2％となっています。 

要支援者等では「参加してもよい」、「参加したくない」が42.3％と最も多く、次いで「是非参加した

い」が7.7％となっています。 

 

問５－Ｑ３ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいき

した地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参

加してみたいと思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・運営（お世話役）としてグループ活動等に参加してみたいかについて、全体では「参加したく

ない」が62.1％と最も多く、次いで「参加してもよい」が29.5％、「既に参加している」が2.4％となっ

ています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「参加したくない」が62.2％と最も多く、次いで「参加しても

よい」が29.5％、「既に参加している」が2.5％となっています。 

要支援者等では「参加したくない」が61.5％と最も多く、次いで「参加してもよい」が30.8％、「是非

参加したい」が3.8％となっています。  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

1.9

1.8

3.8

29.5

29.5

30.8

62.1

62.2

61.5

2.4

2.5

-

4.1

4.1

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

6.2

6.2

7.7

46.0

46.1

42.3

39.9

39.8

42.3

3.8

3.9

-

4.2

4.1

7.7



第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

37 

 

６ 就労について 

問６－Ｑ１ 現在のあなたの就労状態はどれですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の就労状況について、全体では「引退した」が54.4％と最も多く、次いで「非常勤（パート・アル

バイト等）」が13.6％、「自営業」が8.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「引退した」が54.5％と最も多く、次いで「非常勤（パート・ア

ルバイト等）」が13.5％、「自営業」が8.2％となっています。 

要支援者等では「引退した」が53.8％と最も多く、次いで「職に就いたことがない」が11.5％、「非常

勤（パート・アルバイト等）」が7.7％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

引
退
し
た

非
常
勤
（

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
等
）

自
営
業

常
勤
（

フ
ル
タ
イ
ム
）

職
に
就
い
た
こ
と
が
な
い

求
職
中

そ
の
他

無
回
答

1,513 54.4 13.6 8.0 7.3 4.6 1.0 7.9 4.2

一般高齢者 1,469 54.5 13.5 8.2 7.4 4.5 1.0 7.8 4.0

要支援者等 26 53.8 7.7 - - 11.5 - 15.4 11.5

全  体

高
齢
者

区
分
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問６－Ｑ１―１ 問６－Ｑ１で「２．引退した」と回答した方に伺います。あなたはいつ引退しまし

たか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引退した時期について、全体では「2016（平成28）〜2020（令和2）年」が21.6％と最も多く、次いで

「2021（令和3）年以降」が19.0％、「2011（平成23）〜2015（平成27）年」が13.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「2016（平成28）〜2020（令和2）年」が21.4％と最も多く、次

いで「2021（令和3）年以降」が19.3％、「2011（平成23）〜2015（平成27）年」が13.4％となっていま

す。 

要支援者等では「2016（平成28）〜2020（令和2）年」が28.6％と最も多く、次いで「1996（平成8）年

〜2000（平成12）年」が21.4％、「1991（平成3）年〜1995（平成7）年」、「2006（平成18）〜2010（平成

22）年」、「2011（平成23）〜2015（平成27）年」が14.3％となっています。 

  

全  体 (n=823)
（％）

一般高齢者 (n=800)

要支援者等 (n=14)

  凡　例

高

齢

者

区

分

１９８０

（昭和５５）年

以前

１９８１

（昭和５６）～

１９８５

（昭和６０）年

１９８６

（昭和６１）～

１９９０

（平成２）年

１９９１

（平成３）～

１９９５

（平成７）年

１９９６

（平成８）～

２０００

（平成１２）年

２００１

（平成１３）～

２００５

（平成１７）年

２００６

（平成１８）～

２０１０

（平成２２）年

２０１１

（平成２３）～

２０１５

（平成２７）年

２０１６

（平成２８）～

２０２０

（令和２）年

２０２１

（令和３）年

以降

無回答

2.6

2.6

-

1.5

1.5

-

1.5

1.5

-

3.8

3.6

14.3

6.0

5.8

21.4

9.2

9.3

-

10.9

11.0

14.3

13.2

13.4

14.3

21.6

21.4

28.6

19.0

19.3

-

10.8

10.8

7.1
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７ たすけあいについて 

問７－Ｑ１ あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人について、全体では「配偶者」が51.5％と最も多く、次いで

「友人」が42.2％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が33.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「配偶者」が51.9％と最も多く、次いで「友人」が42.5％、「兄

弟姉妹・親戚・親・孫」が33.4％となっています。 

要支援者等では「別居の子ども」が46.2％と最も多く、次いで「友人」が38.5％、「配偶者」、「兄弟姉

妹・親戚・親・孫」が30.8％となっています。 
 

問７－Ｑ２ 反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人について、全体では「配偶者」が47.9％と最も多く、次いで

「友人」が43.0％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が34.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「配偶者」が48.3％と最も多く、次いで「友人」が43.2％、「兄

弟姉妹・親戚・親・孫」が35.0％となっています。 

要支援者等では「友人」が46.2％と最も多く、次いで「別居の子ども」が34.6％、「配偶者」、「兄弟姉

妹・親戚・親・孫」が30.8％となっています。 

  

(%)

ｎ

配
偶
者

友
人

兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

別
居
の
子
ど
も

同
居
の
子
ど
も

近
隣

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

無
回
答

1,513 47.9 43.0 34.8 31.9 17.5 10.7 1.5 7.2 2.5

一般高齢者 1,469 48.3 43.2 35.0 32.1 17.4 10.9 1.6 7.1 2.4

要支援者等 26 30.8 46.2 30.8 34.6 23.1 3.8 - 11.5 3.8

全  体

高
齢
者

区
分

(%)

ｎ

配
偶
者

友
人

兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

別
居
の
子
ど
も

同
居
の
子
ど
も

近
隣

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

無
回
答

1,513 51.5 42.2 33.2 33.0 19.8 8.6 2.4 4.6 1.7

一般高齢者 1,469 51.9 42.5 33.4 33.0 19.7 8.8 2.5 4.6 1.6

要支援者等 26 30.8 38.5 30.8 46.2 23.1 3.8 - - 3.8

全  体

高
齢
者

区
分
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問７－Ｑ３ あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人について、全体では「配偶者」が58.2％と

最も多く、次いで「別居の子ども」が31.3％、「同居の子ども」が27.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「配偶者」が58.5％と最も多く、次いで「別居の子ども」が31.3％、

「同居の子ども」が27.5％となっています。 

要支援者等では「別居の子ども」が42.3％と最も多く、次いで「配偶者」が30.8％、「同居の子ども」

が26.9％となっています。 
 

問７－Ｑ４ 反対に、あなたが看病や世話をしてあげる人（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看病や世話をしてあげる人について、全体では「配偶者」が60.5％と最も多く、次いで「同居の子ど

も」が25.1％、「別居の子ども」が24.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「配偶者」が61.0％と最も多く、次いで「同居の子ども」が25.2％、

「別居の子ども」が24.6％となっています。 

要支援者等では「配偶者」が38.5％と最も多く、次いで「同居の子ども」、「別居の子ども」が26.9％、

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が23.1％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

配
偶
者

同
居
の
子
ど
も

別
居
の
子
ど
も

兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

友
人

近
隣

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

無
回
答

1,513 60.5 25.1 24.5 24.4 6.7 2.7 1.4 11.4 3.0

一般高齢者 1,469 61.0 25.2 24.6 24.4 6.8 2.8 1.4 11.2 3.0

要支援者等 26 38.5 26.9 26.9 23.1 - - - 19.2 3.8

全  体

高
齢
者

区
分

(%)

ｎ

配
偶
者

別
居
の
子
ど
も

同
居
の
子
ど
も

兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫

友
人

近
隣

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

無
回
答

1,513 58.2 31.3 27.6 17.4 4.3 1.8 1.5 7.3 1.7

一般高齢者 1,469 58.5 31.3 27.5 17.5 4.3 1.8 1.5 7.1 1.6

要支援者等 26 30.8 42.3 26.9 23.1 3.8 3.8 3.8 11.5 3.8

全  体

高
齢
者

区
分
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問７－Ｑ５ 家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手について、全体では「医師・歯科医師・看護

師」が25.6％と最も多く、次いで「地域包括支援センター・役所・役場」が21.9％、「社会福祉協議会・

民生委員」が9.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「医師・歯科医師・看護師」が26.1％と最も多く、次いで「地域

包括支援センター・役所・役場」が21.9％、「社会福祉協議会・民生委員」が9.5％となっています。 

要支援者等では「地域包括支援センター・役所・役場」が38.5％と最も多く、次いで「ケアマネージ

ャー」が30.8％、「医師・歯科医師・看護師」、「社会福祉協議会・民生委員」が7.7％となっています。 

 

問７－Ｑ６ 友人・知人と会う頻度はどれくらいですか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人・知人と会う頻度について、全体では「月に何度かある」が28.2％と最も多く、次いで「週に何

度かある」が23.1％、「年に何度かある」が22.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「月に何度かある」が28.3％と最も多く、次いで「週に何度か

ある」が23.1％、「年に何度かある」が22.1％となっています。 

要支援者等では「週に何度かある」が34.6％と最も多く、次いで「月に何度かある」、「ほとんどない」

が23.1％、「年に何度かある」が11.5％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

4.8

4.9

3.8

23.1

23.1

34.6

28.2

28.3

23.1

22.0

22.1

11.5

18.8

18.7

23.1

3.0

3.0

3.8

(%)

ｎ

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
役

所
・
役
場

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員

自
治
体
・
町
内
会
・
老
人
ク
ラ

ブ ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

そ
の
他

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

無
回
答

1,513 25.6 21.9 9.5 6.3 6.3 4.2 43.1 7.1

一般高齢者 1,469 26.1 21.9 9.5 6.4 6.0 4.3 43.2 7.0

要支援者等 26 7.7 38.5 7.7 3.8 30.8 - 23.1 15.4

全  体

高
齢
者

区
分
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問７－Ｑ７ この１か月間、何人の友人・知人と会いましたか（○は１つ） 

同じ人には何度会っても１人と数えることとします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近１か月間に何人の友人・知人と会ったかについて、全体では「１～２人」が29.0％と最も多く、

次いで「３～５人」が25.7％、「０人（いない）」が17.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「１～２人」が29.4％と最も多く、次いで「３～５人」が25.9％、

「０人（いない）」が17.6％となっています。 

要支援者等では「０人（いない）」が26.9％と最も多く、次いで「３～５人」、「６〜９人」、「１０人以

上」が19.2％、「１～２人」が7.7％となっています。 
 

問７－Ｑ８ よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく会う友人・知人との関係について、全体では「近所・同じ地域の人」が38.8％と最も多く、次い

で「仕事での同僚・元同僚」が32.0％、「趣味や関心が同じ友人」が28.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「近所・同じ地域の人」が38.9％と最も多く、次いで「仕事で

の同僚・元同僚」が32.3％、「趣味や関心が同じ友人」が28.7％となっています。 

要支援者等では「近所・同じ地域の人」が42.3％と最も多く、次いで「趣味や関心が同じ友人」が23.1％、

「仕事での同僚・元同僚」、「学生時代の友人」が15.4％となっています。  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

０人（いない）

１～２人

３～５人

６～９人

１０人以上

無回答

17.9

17.6

26.9

29.0

29.4

7.7

25.7

25.9

19.2

8.9

8.7

19.2

15.9

15.9

19.2

2.6

2.5

7.7

(%)

ｎ

近
所
・
同
じ
地
域
の
人

仕
事
で
の
同
僚
・
元
同
僚

趣
味
や
関
心
が
同
じ
友
人

学
生
時
代
の
友
人

幼
な
じ
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
で
の

友
人

そ
の
他

い
な
い

無
回
答

1,513 38.8 32.0 28.5 16.7 6.8 4.4 5.2 13.6 3.4

一般高齢者 1,469 38.9 32.3 28.7 16.7 6.8 4.5 5.1 13.5 3.2

要支援者等 26 42.3 15.4 23.1 15.4 7.7 - 3.8 19.2 11.5

全  体

高
齢
者

区
分
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８ 健康について 

問８－Ｑ１ 現在のあなたの健康状態はいかがですか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象者の現在の健康状態について、全体では「まあよい」が70.7％と最も多く、次いで「あまり

よくない」が16.7％、「とてもよい」が7.9％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「まあよい」が71.1％と最も多く、次いで「あまりよくない」

が16.3％、「とてもよい」が8.1％となっています。 

要支援者等では「まあよい」が46.2％と最も多く、次いで「あまりよくない」が42.3％、「よくない」

が3.8％となっています。 

 

問８－Ｑ２ あなたは、現在どの程度幸せですか（○は１つ） 

（「とても不幸」を 0点、「とても幸せ」を 10点として、ご記入ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の主観的幸福感について、全体では『６点以上』が67.3％、『５点以下』が28.7％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『６点以上』が67.2％、『５点以下』が28.8％となっています。 

要支援者等では『６点以上』が80.8％、『５点以下』が11.5％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

7.9

8.1

-

70.7

71.1

46.2

16.7

16.3

42.3

2.4

2.5

3.8

2.2

2.1

7.7

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

１０点

無回答

0.6

0.6

-

0.6

0.6

-

0.7

0.7

-

3.1

3.1

-

2.5

2.5

-

21.2

21.3

11.5

9.7

9.6

11.5

14.8

14.8

15.4

23.3

23.6

15.4

7.5

7.6

7.7

12.0

11.6

30.8

4.0

3.9

7.7
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問８－Ｑ３ この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることの有無について、全体では「い

いえ」が59.0％、「はい」が38.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が59.4％、「はい」が37.9％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が50.0％、「はい」が46.2％となっています。 

 

問８－Ｑ４ この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感

じがよくありましたか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１か月間、物事に対して心から楽しめない感じの有無について、全体では「いいえ」が71.9％、

「はい」が25.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が72.1％、「はい」が25.0％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が76.9％、「はい」が19.2％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

25.0

25.0

19.2

71.9

72.1

76.9

3.0

2.9

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

38.2

37.9

46.2

59.0

59.4

50.0

2.8

2.7

3.8
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問８－Ｑ５ お酒は飲みますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲酒の状況について、全体では「ほぼ毎日飲む」と「時々飲む」を合わせた『飲酒者』は41.9％となっ

ています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『飲酒者』は42.0％となっています。 

要支援者等では『飲酒者』は23.0％となっています。 

 

問８－Ｑ６ タバコは吸っていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙の状況について、全体では「ほぼ毎日吸っている」と「時々吸っている」を合わせた『喫煙者』は

10.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では『喫煙者』は10.6％となっています。 

要支援者等では『喫煙者』は7.7％となっています。 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

ほぼ毎日吸っている

時々吸っている

吸っていたがやめた

もともと吸っていない

無回答

8.7

8.6

7.7

1.9

2.0

-

31.9

32.2

15.4

55.9

55.8

73.1

1.6

1.5

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

ほぼ毎日飲む

時々飲む

ほとんど飲まない

もともと飲まない

無回答

24.5

24.4

11.5

17.4

17.6

11.5

27.4

27.5

26.9

29.2

29.1

46.2

1.5

1.4

3.8
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問８－Ｑ７ 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在治療中、または後遺症のある病気について、全体では「高血圧」が49.2％と最も多く、次いで「目

の病気」が26.7％、「高脂血症（脂質異常）」が19.1％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「高血圧」が49.3％と最も多く、次いで「目の病気」が26.5％、

「高脂血症（脂質異常）」が19.4％となっています。 

要支援者等では「高血圧」が50.0％と最も多く、次いで「目の病気」が42.3％、「心臓病」が26.9％と

なっています。 

  

(%)

ｎ

高
血
圧

目
の
病
気

高
脂
血
症
（

脂
質
異
常
）

糖
尿
病

心
臓
病

筋
骨
格
の
病
気
（

骨
粗
し
ょ

う

症
、

関
節
症
等
）

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気

呼
吸
器
の
病
気
（

肺
炎
や
気
管

支
炎
等
）

が
ん
（

悪
性
新
生
物
）

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気

耳
の
病
気

1,513 49.2 26.7 19.1 17.1 11.7 10.4 9.8 7.2 5.9 5.6 5.0

一般高齢者 1,469 49.3 26.5 19.4 17.4 11.4 10.3 10.0 7.2 5.9 5.5 5.0

要支援者等 26 50.0 42.3 7.7 7.7 26.9 23.1 7.7 3.8 7.7 11.5 11.5

ｎ

脳
卒
中
（

脳
出
血
・
脳
梗
塞

等
）

外
傷
（

転
倒
・
骨
折
等
）

う
つ
病

血
液
・
免
疫
の
病
気

認
知
症
（

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病

等
）

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

そ
の
他

な
い

無
回
答

1,513 3.6 3.4 1.4 1.0 0.7 0.3 9.5 10.7 4.2

一般高齢者 1,469 3.7 3.1 1.4 1.0 0.7 0.3 9.5 10.7 4.2

要支援者等 26 3.8 19.2 - - 3.8 - 3.8 3.8 3.8

全  体

高
齢
者

区
分

全  体

高
齢
者

区
分
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問８－Ｑ８ かかりつけの病院や医師はいますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけの病院や医師の有無について、全体では「ある」が88.8％、「ない」が8.1％となっていま

す。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「ある」が88.8％、「ない」が8.1％となっています。 

要支援者等では「ある」が96.2％となっています。 

 

問８－Ｑ９ 万が一の場合、看取りの場所はどこがいいですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万が一の場合の看取りの場所について、全体では「わからない」が32.3％と最も多く、次いで「病院」

が31.3％、「自宅」が29.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「わからない」が32.3％と最も多く、次いで「病院」が31.3％、

「自宅」が29.3％となっています。 

要支援者等では「わからない」が42.3％と最も多く、次いで「病院」が30.8％、「自宅」が23.1％とな

っています。 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

自宅

病院

施設

わからない

無回答

29.2

29.3

23.1

31.3

31.3

30.8

3.3

3.2

-

32.3

32.3

42.3

3.9

3.9

3.8

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

ある

ない

無回答

88.8

88.8

96.2

8.1

8.1

-

3.1

3.1

3.8
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９ 認知症について 

問９－Ｑ１ 認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるかについて、全体では「いいえ」が86.3％、

「はい」が10.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が86.5％、「はい」が10.4％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が76.9％、「はい」が15.4％となっています。 

 

問９－Ｑ２ 認知症に関する相談窓口を知っていますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症に関する相談窓口を知っているかについて、全体では「いいえ」が65.1％、「はい」が29.5％と

なっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「いいえ」が65.0％、「はい」が29.7％となっています。 

要支援者等では「いいえ」が53.8％、「はい」が30.8％となっています。 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

29.5

29.7

30.8

65.1

65.0

53.8

5.4

5.2

15.4

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

はい

いいえ

無回答

10.5

10.4

15.4

86.3

86.5

76.9

3.2

3.1

7.7
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問９－Ｑ３ あなたが認知症について知りたい項目は何ですか（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症について知りたい項目について、全体では「認知症の兆候を早期に発見する方法」が37.9％と

最も多く、次いで「認知症の予防に効果的な方法」が35.4％、「認知症の診断や治療の受診先」が34.2％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「認知症の兆候を早期に発見する方法」が38.0％と最も多く、

次いで「認知症の予防に効果的な方法」が35.0％、「認知症の診断や治療の受診先」が34.4％となってい

ます。 

要支援者等では「認知症の兆候を早期に発見する方法」、「認知症の予防に効果的な方法」が46.2％と

最も多く、次いで「認知症の診断や治療の受診先」が30.8％、「認知症の治療に関する情報」が23.1％と

なっています。 

 

  

(%)

ｎ

認
知
症
の
兆
候
を
早
期
に
発
見

す
る
方
法

認
知
症
の
予
防
に
効
果
的
な
方

法 認
知
症
の
診
断
や
治
療
の
受
診

先 認
知
症
に
関
す
る
相
談
先

認
知
症
の
治
療
に
関
す
る
情
報

認
知
症
の
症
状
に
関
す
る
情
報

認
知
症
の
人
の
介
護
の
仕
方

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る

地
域
の
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,513 37.9 35.4 34.2 33.4 21.7 18.4 15.9 11.7 0.6 21.9 5.2

一般高齢者 1,469 38.0 35.0 34.4 33.6 21.6 18.5 15.9 11.8 0.6 21.6 5.2

要支援者等 26 46.2 46.2 30.8 19.2 23.1 7.7 15.4 7.7 - 30.8 3.8

全  体

高
齢
者

区
分
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問９－Ｑ４ あなたは、認知症に関する情報を何から入手していますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症に関する情報を何から入手しているかについて、全体では「テレビ、ラジオ、新聞等」が72.9％

と最も多く、次いで「友人・知人」が21.2％、「市の啓発パンフレットや広報」が18.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「テレビ、ラジオ、新聞等」が73.1％と最も多く、次いで「友

人・知人」が21.3％、「市の啓発パンフレットや広報」が18.5％となっています。 

要支援者等では「テレビ、ラジオ、新聞等」が69.2％と最も多く、次いで「市の啓発パンフレットや

広報」が23.1％、「友人・知人」、「医療機関（医師、看護師）」、「ケアマネジャー」が15.4％となっていま

す。 

  

(%)

ｎ

テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、

新
聞
等

友
人
・
知
人

市
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
広

報 イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

医
療
機
関
（

医
師
、

看
護
師
）

認
知
症
に
関
す
る
書
籍

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

市
役
所
（

高
齢
福
祉
課
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

そ
の
他

1,513 72.9 21.2 18.5 12.6 11.4 10.7 7.5 3.7 2.8 1.5 2.2

一般高齢者 1,469 73.1 21.3 18.5 12.6 11.4 10.9 7.5 3.5 2.7 1.5 2.3

要支援者等 26 69.2 15.4 23.1 3.8 15.4 7.7 11.5 15.4 7.7 - -

ｎ

特
に
な
い

無
回
答

1,513 12.2 3.4

一般高齢者 1,469 12.1 3.4

要支援者等 26 11.5 3.8

全  体

高
齢
者

区
分

全  体

高
齢
者

区
分
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問９－Ｑ５ あなたは、あなた自身やご家族が認知症について心配になった時、どこに相談しますか

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自身や家族が認知症について心配になった時、どこに相談にするかについて、全体では「かかりつけ

医」が50.6％と最も多く、次いで「市役所（高齢福祉課）」が39.2％、「地域包括支援センター」が37.1％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「かかりつけ医」が50.9％と最も多く、次いで「市役所（高齢

福祉課）」が39.4％、「地域包括支援センター」が36.9％となっています。 

要支援者等では「地域包括支援センター」が57.7％と最も多く、次いで「かかりつけ医」が38.5％、

「ケアマネジャー」が30.8％となっています。 

  

(%)

ｎ

か
か
り
つ
け
医

市
役
所
（

高
齢
福
祉
課
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

知
人
・
友
人

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員

家
族
の
集
い
（

オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
メ
イ
ト
）

認
知
症
カ
フ
ェ

そ
の
他

無
回
答

1,513 50.6 39.2 37.1 16.3 11.0 10.8 4.8 0.9 0.5 3.7 5.2

一般高齢者 1,469 50.9 39.4 36.9 16.3 10.8 10.6 4.9 0.9 0.5 3.5 5.3

要支援者等 26 38.5 19.2 57.7 15.4 19.2 30.8 3.8 - - 11.5 -

全  体

高
齢
者

区
分
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10 塩竈市の介護事業について 

問 10－Ｑ１ あなたご自身が、今後、介護が必要になった場合(要支援から要介護になった場合も含

む)、どのようにしたいとお考えですか（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後介護が必要となった場合どうしたいかについて、全体では「自宅で、訪問介護やデイサービスな

どの在宅サービスを利用しながら生活したい」が38.2％と最も多く、次いで「わからない」が21.5％、

「介護サービスの付いている住まいや有料老人ホーム、グループホームなどの施設に入所したい」が

12.6％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「自宅で、訪問介護やデイサービスなどの在宅サービスを利用

しながら生活したい」が38.3％と最も多く、次いで「わからない」が21.8％、「介護サービスの付いてい

る住まいや有料老人ホーム、グループホームなどの施設に入所したい」が12.5％となっています。 

要支援者等では「自宅で、訪問介護やデイサービスなどの在宅サービスを利用しながら生活したい」

が42.3％と最も多く、次いで「自宅で、家族や親族の世話などを受けて生活したい」が15.4％、「介護サ

ービスの付いている住まいや有料老人ホーム、グループホームなどの施設に入所したい」、「特別養護老

人ホームや老人保健施設などの施設に入所したい」が11.5％となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

自宅で、家族や親族の世話な

どを受けて生活したい

自宅で、訪問介護や

デイサービスなどの

在宅サービスを利用

しながら生活したい

介護サービスの付いている

住まいや有料老人ホーム、

グループホームなどの

施設に入所したい

特別養護老人ホームや

老人保健施設などの施設に

入所したい

わからない

無回答

8.3

8.0

15.4

38.2

38.3

42.3

12.6

12.5

11.5

12.0

12.0

11.5

21.5

21.8

7.7

7.4

7.4

11.5
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問 10－Ｑ２ 塩竈市には、高齢者の生活に関する総合相談や介護予防の支援を行う拠点として「地

域包括支援センター」が５か所設置されています。あなたは、「地域包括支援センタ

ー」について知っていますか（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域包括支援センター」の認知度について、全体では「知っているが、利用したことがない」が33.8％

と最も多く、次いで「名前を聞いたことがある程度」が26.4％、「知っているし、利用したことがある」

が18.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「知っているが、利用したことがない」が34.5％と最も多く、

次いで「名前を聞いたことがある程度」が26.4％、「知っているし、利用したことがある」が17.6％とな

っています。 

要支援者等では「知っているし、利用したことがある」が76.9％と最も多く、次いで「知っているが、

利用したことがない」、「名前を聞いたことがある程度」が7.7％、「よく知らない、聞いたこともない」

が3.8％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

知っているし、

利用したことがある

知っているが、

利用したことがない

名前を聞いたことがある程度

よく知らない、

聞いたこともない

無回答

18.5

17.6

76.9

33.8

34.5

7.7

26.4

26.4

7.7

16.1

16.3

3.8

5.2

5.2

3.8
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問 10－Ｑ３ 塩竈市の行っている次のサービスの中で、あなた（あて名のご本人）が、今後サービ

スを必要とする場合、利用したいと思うものをお答えください（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。 

今後利用したいと思うサービスについて、全体では「週１～２回の配食サービスの助成」が42.9％と

最も多く、次いで「救急搬送時、迅速な対応ができるようにする救急医療情報キット配布」が36.4％、

「見守りサービスの設置費や月額料金の助成」が30.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「週１～２回の配食サービスの助成」が43.0％と最も多く、次

いで「救急搬送時、迅速な対応ができるようにする救急医療情報キット配布」が36.4％、「見守りサービ

スの設置費や月額料金の助成」が30.8％となっています。 

要支援者等では「週１～２回の配食サービスの助成」、「救急搬送時、迅速な対応ができるようにする

救急医療情報キット配布」、「見守りサービスの設置費や月額料金の助成」が34.6％と最も多く、次いで

「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サービス」、「災害時における避難支援を迅速かつ円滑に

受けるための避難行動要支援者台帳登録」が23.1％、「リフト付タクシーチケットの給付サービス」、「地

域の集会所などを会場とした通いの場（サークルや教室など）」が15.4％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

週
１
～

２
回
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
助
成

救
急
搬
送
時
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
配
布

見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
設
置
費
や
月
額
料
金

の
助
成

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
へ
の
紙
お
む
つ
な

ど
の
給
付
サ
ー

ビ
ス

養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
へ
の
短
期
宿
泊

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ

ト
の
給
付

サ
ー

ビ
ス

災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援
を
迅
速
か
つ

円
滑
に
受
け
る
た
め
の
避
難
行
動
要
支
援

者
台
帳
登
録

認
知
症
の
高
齢
者
が
行
方
不
明
時
、

早
期

発
見
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
サ
ー

ビ

ス 認
知
症
の
高
齢
者
が
保
護
さ
れ
た
際
、

早

期
に
身
元
を
判
明
さ
せ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド

シ
ー

ル

地
域
の
集
会
所
な
ど
を
会
場
と
し
た
通
い

の
場
（

サ
ー

ク
ル
や
教
室
な
ど
）

グ
ル
ー

プ
で
の
外
出
支
援
を
行
う
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー

号
の
運
行

無
回
答

1,513 42.9 36.4 30.8 27.8 27.7 24.6 23.4 19.7 15.5 14.2 13.0 16.1

一般高齢者 1,469 43.0 36.4 30.8 27.8 28.0 24.6 23.3 19.9 15.7 14.2 13.0 16.1

要支援者等 26 34.6 34.6 34.6 23.1 11.5 15.4 23.1 11.5 3.8 15.4 7.7 26.9

全  体

高
齢
者

区
分
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問 10－Ｑ４ 市では、独自に次の事業を行っております。特に継続した方がよいと思う事業はどれ

ですか。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に継続した方が良いと思う市の事業について、全体では「在宅で介護する家族への紙おむつなどの

給付サービス」が42.5％と最も多く、次いで「リフト付タクシーチケットの給付サービス」が34.0％、

「週１～２回の配食サービスの助成」が31.2％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サービス」が

42.8％と最も多く、次いで「リフト付タクシーチケットの給付サービス」が34.1％、「週１～２回の配食

サービスの助成」が31.3％となっています。 

要支援者等では「見守りサービスの契約にかかる設置費や月額料金の助成」が34.6％と最も多く、次

いで「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サービス」、「リフト付タクシーチケットの給付サー

ビス」、「長寿祝金や敬老金の支給」が30.8％、「１年以上、介護保険サービスを利用しないで、常に在宅

介護をする方を対象に支給する家族介護慰労金支給事業」が26.9％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
へ
の
紙
お
む
つ
な

ど
の
給
付
サ
ー

ビ
ス

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ

ト
の
給
付

サ
ー

ビ
ス

週
１
～

２
回
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
助
成

見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
に
か
か
る
設
置

費
や
月
額
料
金
の
助
成

１
年
以
上
、

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
い

で
、

常
に
在
宅
介
護
を
す
る
方
を
対
象
に
支
給
す
る

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

長
寿
祝
金
や
敬
老
金
の
支
給

見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
、

自
立
生
活
可

能
な
高
齢
者
用
の
専
用
住
宅
で
あ
る
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

特
に
な
い

無
回
答

1,513 42.5 34.0 31.2 29.8 21.8 18.4 15.3 10.2 11.4

一般高齢者 1,469 42.8 34.1 31.3 29.7 21.8 18.2 15.3 10.1 11.5

要支援者等 26 30.8 30.8 15.4 34.6 26.9 30.8 7.7 7.7 11.5

全  体

高
齢
者

区
分
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11 介護予防について 

問 11－Ｑ１ あなたは、普段から介護予防のためにご自身の健康維持・増進を意識し取り組んでい

ることがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防のために普段から意識して取り組んでいるかについて、全体では「取り組んでいることがあ

る」が46.3％と最も多く、次いで「取り組んでいないし予定もない」が24.9％、「取り組んでいないが始

めようと思っている」が22.5％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「取り組んでいることがある」が46.1％、次いで「取り組んで

いないし予定もない」が25.0％、「取り組んでいないが始めようと思っている」が22.7％となっています。 

要支援者等では「取り組んでいることがある」が65.4％、次いで「取り組んでいないが始めようと思

っている」、「取り組んでいないし予定もない」が11.5％となっています。 

  

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

取り組んでいることがある

取り組んでいないが始めよう

と思っている

取り組んでいないし

予定もない

無回答

46.3

46.1

65.4

22.5

22.7

11.5

24.9

25.0

11.5

6.3

6.3

11.5
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問 11－Ｑ２ 問 11－Ｑ１で「１．取組んでいることがある」と回答した方に伺います 

取り組むこととなった主なきっかけはなんですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防に取り組むきっかけについて、全体では「以前からの習慣で、自発的に」が43.8％と最も多

く、次いで「新聞やテレビ、インターネットなどの情報から」が40.4％、「医師等の専門家からの指導や

助言」が34.0％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「以前からの習慣で、自発的に」が44.2％と最も多く、次いで

「新聞やテレビ、インターネットなどの情報から」が40.9％、「医師等の専門家からの指導や助言」が

33.7％となっています。 

要支援者等では「医師等の専門家からの指導や助言」が52.9％と最も多く、次いで「家族のアドバイ

スや一言」が35.3％、「以前からの習慣で、自発的に」が29.4％となっています。 

 

 

  

(%)

ｎ

以
前
か
ら
の
習
慣
で
、

自
発
的

に 新
聞
や
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
か
ら

医
師
等
の
専
門
家
か
ら
の
指
導

や
助
言

家
族
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
一
言

友
人
・
知
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
一
言

検
査
の
結
果
が
気
に
な
っ

て

市
の
広
報
紙
や
回
覧
板
等
の
情

報
か
ら

具
体
的
に
症
状
が
現
れ
た
の
で

隣
近
所
の
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
一
言

そ
の
他

無
回
答

701 43.8 40.4 34.0 25.2 21.1 20.5 16.1 8.7 4.9 3.0 0.1

一般高齢者 677 44.2 40.9 33.7 25.0 21.4 21.1 16.5 8.7 4.9 3.1 0.1

要支援者等 17 29.4 11.8 52.9 35.3 17.6 5.9 5.9 5.9 5.9 - -

全  体

高
齢
者

区
分
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問 11－Ｑ３ あなたは、フレイルという言葉を知っていましたか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレイルという言葉の認知度について、全体では「知らなかった」が34.5％と最も多く、次いで「言

葉の意味内容も含めて知っていた」が34.3％、「言葉の意味内容までは分からないが、聞いたことはあっ

た」が26.8％となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者では「言葉の意味内容も含めて知っていた」が34.6％と最も多く、

次いで「知らなかった」が34.2％、「言葉の意味内容までは分からないが、聞いたことはあった」が26.8％

となっています。 

要支援者等では「言葉の意味内容までは分からないが、聞いたことはあった」が46.2％と最も多く、

次いで「言葉の意味内容も含めて知っていた」、「知らなかった」が26.9％となっています。 

 

 

全  体 (n=1,513)
（％）

一般高齢者 (n=1,469)

要支援者等 (n=26)

  凡　例

高

齢

者

区

分

言葉の意味内容も含めて

知っていた

言葉の意味内容までは

分からないが、

聞いたことはあった

知らなかった

無回答

34.3

34.6

26.9

26.8

26.8

46.2

34.5

34.2

26.9

4.4

4.5

-
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在宅介護実態調査結果 
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第３章 在宅介護実態調査結果 

１ ご本人（要介護者）の状況について 

要介護者の介護度 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護者の介護度について、「要介護１」が28.1％と最も多く、次いで「要支援１」が20.8％、「要介

護２」が16.2％となっています。 

 

問１ 世帯類型はどれに該当しますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯類型について、「単身世帯」が29.1％と最も多く、次いで「夫婦のみ世帯」が21.2％となっていま

す。 

 

問２ 家族や親族の方から介護してもらう日は、週にどのくらいありますか。（○は１つ） 

（同居していない子どもや親族の方等からの介護も含みます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族や親族から介護してもらう頻度について、「ほぼ毎日ある」が51.9％と最も多く、次いで「ない」

が18.2％、「週に１～２日ある」が10.8％となっています。 

  

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

ない

家族・親族の介護はあるが、

週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

18.2 6.4 10.8 5.4 51.9 7.2

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

無回答

29.1 21.2 48.5

1.2

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

20.8 13.4 28.1 16.2 8.0 8.0 4.2

1.2



塩竈市  

62 

 

２ 主な介護者等の状況（属性等）について 

問３ 主な介護者の方は、ご本人（要介護者）から見てどなたになりますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護者からみた主な介護者について、「子」が53.5％と最も多く、次いで「配偶者」が29.6％、「子

の配偶者」が9.7％となっています。 

 

問４ 主な介護者の方の性別はどちらですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の方の性別について、「女性」が66.9％、「男性」が31.2％となっています。 

 

問５ 主な介護者の方の年齢はどれに該当しますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の方の年齢について、「60～69歳」が33.3％と最も多く、次いで「50～59歳」が22.3％、「70

～79歳」が22.0％となっています。 

  

全  体 (n=372)
（％）

  凡　例

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

わからない

無回答

-- 0.3

3.0 22.3 33.3 22.0 18.5

0.3 0.3

全  体 (n=372)
（％）

  凡　例

男性

女性

無回答

31.2 66.9

1.9

全  体 (n=372)
（％）

  凡　例

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

29.6 53.5 9.7

0.50.5 2.2

4.0
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問６ 現在、主な介護者の方が行っている介護等はどれですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の方が行っている介護等について、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が85.2％と

最も多く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が77.2％、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」が75.8％

となっています。 

 

問７ ご家族や親族の方で、ご本人（要介護者）の介護のために、過去１年の間に仕事を辞めた

方・転職された方はありますか。（○はいくつでも）（現在働いているかどうかや、現在

の勤務形態は問いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護を理由に家族・親族が離職した方（介護離職者）について、「介護のために仕事を辞めた家族・親

族はいない」が63.7％と最も多く、次いで「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が7.8％、「主な介

護者が転職した」が3.2％となっています。 

 

 

  

(%)

ｎ

介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た

家
族
・
親
族
は
い
な
い

主
な
介
護
者
が
仕
事
を
辞
め
た

（

転
職
除
く
）

主
な
介
護
者
が
転
職
し
た

主
な
介
護
者
以
外
の
家
族
・
親

族
が
仕
事
を
辞
め
た
（

転
職
除

く
）

主
な
介
護
者
以
外
の
家
族
・
親

族
が
転
職
し
た

わ
か
ら
な
い

無
回
答

372 63.7 7.8 3.2 0.8 - 3.2 22.0全  体

(%)

ｎ

そ
の
他
の
家
事
（

掃
除
、

洗

濯
、

買
い
物
等
）

外
出
の
付
き
添
い
、

送
迎
等

金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な

諸
手
続
き

食
事
の
準
備
（

調
理
等
）

服
薬

衣
服
の
着
脱

身
だ
し
な
み
（

洗
顔
・
歯
磨
き

等
）

認
知
症
状
へ
の
対
応

屋
内
で
の
移
乗
・
移
動

入
浴
・
洗
身

食
事
の
介
助
（

食
べ
る
時
）

372 85.2 77.2 75.8 72.3 47.6 38.7 32.3 30.6 30.4 26.9 23.9

ｎ

日
中
の
排
泄

夜
間
の
排
泄

医
療
面
で
の
対
応
（

経
管
栄

養
、

ス
ト
ー

マ
等
）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

372 23.7 22.0 15.6 5.9 - 1.1

全  体

全  体
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３ 支援・サービス・訪問診療の利用状況やニーズについて 

問８ 現在、「介護保険サービス以外」の支援・サービスは、何を利用していますか。 

（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービス以外の支援・サービスについて、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が12.4％

と最も多く、次いで「掃除・洗濯」が9.0％、「外出同行（通院、買い物など）」が7.8％となっています。 

 

問９ 在宅生活を今後も続けていくためには、どの支援・サービス（現在利用中を含む）が必要だ

と思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅生活を続けていくために必要な支援・サービスについて、「移送サービス（介護・福祉タクシー

等）」が39.5％と最も多く、次いで「外出同行（通院、買い物など）」が35.1％、「掃除・洗濯」が24.8％

となっています。 

 

  

(%)

ｎ

移
送
サ
ー

ビ
ス
（

介
護
・
福
祉

タ
ク
シ
ー

等
）

外
出
同
行
（

通
院
、

買
い
物
な

ど
）

掃
除
・
洗
濯

買
い
物
（

宅
配
は
含
ま
な
い
）

ゴ
ミ
出
し

見
守
り
、

声
か
け

配
食

調
理

定
期
的
な
通
い
の
場
（

サ
ー

ク

ル
や
教
室
な
ど
）

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

499 39.5 35.1 24.8 22.0 21.4 21.4 19.4 17.2 13.2 28.1 18.2 7.0全  体

(%)

ｎ

移
送
サ
ー

ビ
ス
（

介
護
・
福
祉

タ
ク
シ
ー

等
）

掃
除
・
洗
濯

外
出
同
行
（

通
院
、

買
い
物
な

ど
）

配
食

ゴ
ミ
出
し

買
い
物
（

宅
配
は
含
ま
な
い
）

調
理

見
守
り
、

声
か
け

サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い

の
場

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

499 12.4 9.0 7.8 6.8 6.2 5.4 3.6 3.0 2.6 7.4 54.7 10.4全  体
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問９－１ 問９で「10．その他」と回答した方に伺います。 

どのようなサービスですか。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

在宅生活を続けていくために必要な支援・サービスの「その他」の内訳について、「行政や民間サービ

スの手続き代行」が29.3％と最も多く、次いで「庭の手入れ」が28.6％、「訪問理美容」が26.4％となっ

ています。 

 

問９－２ 問９で回答いただいた支援・サービスのうち、最も必要だと思うものを１つだけ教えて

ください。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅生活を続けていくために最も必要な支援・サービスについて、「移送サービス（介護・福祉タクシ

ー等）」が17.7％と最も多く、次いで「外出同行（通院、買い物など）」が10.6％、「見守り、声かけ」が

8.4％となっています。 

 

  

全  体 (n=464)
（％）

  凡　例

配食

調理

掃除・洗濯

買い物

（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行

（通院、買い物など）

移送サービス

（介護・福祉

タクシー等）

見守り、声かけ

定期的な

通いの場

（サークルや

教室など）

その他

特にない

無回答

5.6

3.2

4.5

2.8 2.6

10.6 17.7 8.4

3.7 2.6

12.3 26.1

(%)

ｎ

行
政
や
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
手
続

き
代
行

庭
の
手
入
れ

訪
問
理
美
容

除
雪

薬
の
管
理

金
銭
管
理

機
器
等
の
修
理

布
団
干
し

ゴ
ミ
の
分
別

生
活
の
相
談

電
球
交
換

140 29.3 28.6 26.4 25.0 17.9 12.9 11.4 11.4 10.0 9.3 7.9

ｎ

花
や
木
の
水
や
り

ペ
ッ

ト
の
散
歩

そ
の
他

無
回
答

140 6.4 - 11.4 1.4

全  体

全  体
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問 10 現時点において、施設等への入所・入居を検討されていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設等への入所・入居の検討状況について、「入所・入居は検討していない」が64.3％と最も多く、次

いで「入所・入居を検討している」が22.2％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が7.6％となっ

ています。 

 

問 11 ご本人（要介護者）が、現在抱えている傷病名を教えてください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

要介護者が現在抱えている傷病について、「認知症」が31.3％と最も多く、次いで「眼科・耳鼻科疾患

（視覚・聴覚障害を伴うもの）」が24.0％、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」が23.6％

となっています。 

 

 

 

  

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みを

している

無回答

64.3 22.2 7.6 5.8

(%)

ｎ

認
知
症

眼
科
・
耳
鼻
科
疾
患
（

視
覚
・

聴
覚
障
害
を
伴
う
も
の
）

筋
骨
格
系
疾
患
（

骨
粗
し
ょ

う

症
、

脊
柱
管
狭
窄
症
等
）

糖
尿
病

心
疾
患
（

心
臓
病
）

脳
血
管
疾
患
（

脳
卒
中
）

変
形
性
関
節
疾
患

呼
吸
器
疾
患

悪
性
新
生
物
（

が
ん
）

腎
疾
患
（

透
析
）

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病

499 31.3 24.0 23.6 21.0 19.6 16.0 12.4 8.6 6.2 3.6 3.4

ｎ

膠
原
病
（

関
節
リ
ウ
マ
チ
含

む
）

難
病
（

パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
を
除

く
）

そ
の
他

な
し

わ
か
ら
な
い

無
回
答

499 2.8 1.4 22.0 3.0 1.6 3.4

全  体

全  体
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問 12 ご本人（要介護者）は、現在、訪問診療を利用していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問治療の利用状況について、「利用していない」が77.2％、「利用している」が18.2％となっていま

す。 

 

問 13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用していますか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスの利用状況について、「利用している」が50.1％、

「利用していない」が30.1％となっています。 
 

問 13－１ 介護保険サービスを「利用していない」方にお伺いします。 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービスを利用していない理由について、「現状では、サービスを利用するほどの状態では

ない」が44.0％と最も多く、次いで「家族が介護をするため必要ない」が33.3％、「本人（要介護者）に

サービス利用の希望がない」が21.3％となっています。 

 

  

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

利用している

利用していない

無回答

50.1 30.1 19.8

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

利用している

利用していない

無回答

18.2 77.2 4.6

(%)

ｎ

現
状
で
は
、

サ
ー

ビ
ス
を
利
用

す
る
ほ
ど
の
状
態
で
は
な
い

家
族
が
介
護
を
す
る
た
め
必
要

な
い

本
人
（

要
介
護
者
）

に
サ
ー

ビ

ス
利
用
の
希
望
が
な
い

住
宅
改
修
、

福
祉
用
具
貸
与
・

購
入
の
み
を
利
用
す
る
た
め

利
用
料
を
支
払
う
の
が
難
し
い

サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
い
が
手
続

き
や
利
用
方
法
が
分
か
ら
な
い

利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
が
利
用

で
き
な
い
、

身
近
に
な
い

以
前
、

利
用
し
て
い
た
サ
ー

ビ

ス
に
不
満
が
あ
っ

た

そ
の
他

無
回
答

150 44.0 33.3 21.3 10.0 8.0 5.3 2.7 1.3 8.7 11.3全  体
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問 14 市では、次のサービスを行っています。ご本人（要介護者）が、利用したいと思うサービス

をお答えください。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後利用したいと思うサービスについて、「救急搬送時、救急隊員がいち早く情報を確認し、迅速な対

応ができるようにする救急医療情報キット配布」が24.6％と最も多く、次いで「養護老人ホームなどへ

の短期宿泊」が18.6％、「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サービス」が17.6％となっていま

す。 
 

問 15 市では、独自に次の事業を行っております。特に継続した方がよいと思う事業はどれです

か。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に継続した方がよいと思う市の事業について、「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サー

ビス」が39.5％と最も多く、次いで「長寿祝金や敬老金の支給」が30.5％、「リフト付タクシーチケット

の給付サービス」が28.1％となっています。 

  

(%)

ｎ

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
へ
の
紙
お
む
つ
な

ど
の
給
付
サ
ー

ビ
ス

長
寿
祝
金
や
敬
老
金
の
支
給

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ

ト
の
給
付

サ
ー

ビ
ス

週
１
～

２
回
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
助
成

見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
に
か
か
る
設
置

費
や
月
額
料
金
の
助
成

１
年
以
上
、

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
い

で
、

常
に
在
宅
介
護
を
す
る
方
を
対
象
に
支
給
す
る

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
、

自
立
生

活
可
能
な
高
齢
者
用
の
専
用
住
宅
で
あ
る

シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

特
に
な
い

無
回
答

499 39.5 30.5 28.1 20.6 15.2 14.0 10.0 12.6 14.2全  体

(%)

ｎ

救
急
搬
送
時
、

救
急
隊
員
が
い
ち
早
く
情

報
を
確
認
し
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
配
布

養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
へ
の
短
期
宿
泊

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
へ
の
紙
お
む
つ
な

ど
の
給
付
サ
ー

ビ
ス

災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援
を
迅
速
か
つ

円
滑
に
受
け
る
た
め
の
避
難
行
動
要
支
援

者
台
帳
登
録

週
１
～

２
回
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
助
成

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ

ト
の
給
付

サ
ー

ビ
ス

見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
設
置
費
や
月
額
料
金

の
助
成

認
知
症
の
高
齢
者
が
行
方
不
明
時
、

早
期

発
見
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
サ
ー

ビ

ス 認
知
症
の
高
齢
者
が
保
護
さ
れ
た
際
、

早

期
に
身
元
を
判
明
さ
せ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド

シ
ー

ル

グ
ル
ー

プ
で
の
外
出
支
援
を
行
う
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー

号
の
運
行

地
域
の
集
会
所
な
ど
を
会
場
と
し
た
通
い

の
場

無
回
答

499 24.6 18.6 17.6 16.8 14.2 13.0 8.8 6.0 4.4 4.0 3.8 44.9全  体



第３章 在宅介護実態調査結果 

69 

 

問 16 かかりつけの病院や医師はいますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけの病院や医師の有無について、「いる」が95.2％、「ない」が2.0％となっています。 
 

問 17 万が一の場合、看取りの場所はどこがいいですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

万が一の場合の看取りの場所について、「病院」が34.7％と最も多く、次いで「自宅」が30.5％、「わ

からない」が26.7％となっています。 

  

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

自宅

病院

施設

わからない

無回答

30.5 34.7 4.4 26.7 3.8

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

いる

ない

無回答

95.2

2.0 2.8
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４ 主な介護者の就労状況について 

問 18 主な介護者の方の現在の勤務形態はどれに該当しますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の方の現在の就労状況について、「働いていない」が42.1％と最も多く、次いで「フルタイ

ムで働いている」が19.0％、「パートタイムで働いている」が12.4％となっています。 
 

問 18－１ 問 18で「１．フルタイムで働いている」または「２．パートタイムで働いている」（フ

ルタイムまたはパートタイムで働いている）と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしています

か。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護による働き方の調整について、「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・

早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が33.1％と最も多く、次いで「介護のために、「休暇（年休

や介護休暇等）」を取りながら、働いている」が28.7％、「介護のために、２～４以外の調整をしながら、

働いている」が14.6％となっています。 

 

  

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

わからない

無回答

19.0 12.4 42.1

0.8

25.7

(%)

ｎ

介
護
の
た
め
に
、
「

労
働
時
間
を
調
整
（

残
業
免

除
、

短
時
間
勤
務
、

遅
出
・
早
帰
・
中
抜
け
等
）
」

し
な
が
ら
、

働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に
、
「

休
暇
（

年
休
や
介
護
休
暇

等
）
」

を
取
り
な
が
ら
、

働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に
、

２
～

４
以
外
の
調
整
を

し
な
が
ら
、

働
い
て
い
る

介
護
の
た
め
に
、
「

在
宅
勤
務
」

を
利
用

し
な
が
ら
、

働
い
て
い
る

特
に
調
整
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

157 33.1 28.7 14.6 6.4 30.6 1.3 5.7全  体
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問 18－２ 問 18で「１．フルタイムで働いている」または「２．パートタイムで働いている」（フ

ルタイムまたはパートタイムで働いている）と回答した方にお伺いします。 

仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援はどれですか。 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援について、「介護休業・介護休暇等の制度の

充実」が27.4％と最も多く、次いで「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が25.5％、「制

度を利用しやすい職場づくり」が21.0％となっています。 

 

問 18－３ 問 18で「１．フルタイムで働いている」または「２．パートタイムで働いている」（フ

ルタイムまたはパートタイムで働いている）と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の介護と仕事の両立について、「問題はあるが、何とか続けていける」が54.8％と最も多く、次い

で「問題なく、続けていける」が15.9％、「続けていくのは、かなり難しい」が8.3％となっています。  

全  体 (n=157)
（％）

  凡　例

問題なく、続けていける

問題はあるが、

何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、

かなり難しい

わからない

無回答

15.9 54.8 7.6 8.3 5.7 7.6

(%)

ｎ

介
護
休
業
・
介
護
休
暇
等
の
制

度
の
充
実

労
働
時
間
の
柔
軟
な
選
択
（

フ

レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
）

制
度
を
利
用
し
や
す
い
職
場
づ

く
り

介
護
を
し
て
い
る
従
業
員
へ
の

経
済
的
な
支
援

自
営
業
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
等
の

た
め
、

勤
め
先
は
な
い

仕
事
と
介
護
の
両
立
に
関
す
る

情
報
の
提
供

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
・
相

談
担
当
者
の
設
置

働
く
場
所
の
多
様
化
（

在
宅
勤

務
・
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
）

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

157 27.4 25.5 21.0 17.2 12.1 10.8 8.3 7.6 5.7 16.6 4.5 9.6全  体
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５ 介護生活を続ける際の不安や困りごと 

問 19 （在宅生活を送る要介護者を介護している）現在の生活を今後も続けていくにあたって、主

な介護者の方が不安に感じる介護等はどれですか。（現在行っているかどうかは問いませ

ん。）（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者が不安に感じる介護内容について、「夜間の排泄」が25.9％と最も多く、次いで「認知症状

への対応」が23.8％、「入浴・洗身」が20.0％となっています。 

  

(%)

ｎ

夜
間
の
排
泄

認
知
症
状
へ
の
対
応

入
浴
・
洗
身

外
出
の
付
き
添
い
、

送
迎
等

日
中
の
排
泄

食
事
の
準
備
（

調
理
等
）

屋
内
の
移
乗
・
移
動

そ
の
他
の
家
事
（

掃
除
、

洗

濯
、

買
い
物
等
）

金
銭
管
理
や
生
活
面
に
必
要
な

諸
手
続
き

服
薬

食
事
の
介
助
（

食
べ
る
時
）

499 25.9 23.8 20.0 19.8 16.6 10.0 8.4 8.4 8.2 7.2 5.4

ｎ

身
だ
し
な
み
（

洗
顔
・
歯
磨
き

等
）

医
療
面
で
の
対
応
（

経
管
栄

養
、

ス
ト
ー

マ
等
）

衣
服
の
着
脱

そ
の
他

不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

499 3.8 3.6 3.4 3.8 5.2 1.8 27.5

全  体

全  体
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問 20 介護する上で、あなた自身のことで困ったことや、悩んでいることはありますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在、介護する上での困りごとや悩みについて、「自分の心と体の健康」が44.7％と最も多く、次いで

「介護疲れやストレス」が40.1％、「自分の代わりに介護者がいない」が33.3％となっています。 

  

(%)

ｎ

自
分
の
心
と
体
の
健
康

介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス

自
分
の
代
わ
り
に
介
護
者
が
い

な
い

自
分
亡
き
後
の
不
安

自
分
自
身
の
時
間
が
と
れ
な
い

自
分
の
将
来
が
不
安

介
護
と
仕
事
の
両
立

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し

て
も
、

自
分
の
負
担
が
軽
く
な

ら
な
い

社
会
参
加
が
で
き
な
い

相
談
す
る
人
が
い
な
い

世
間
体
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス

499 44.7 40.1 33.3 26.3 23.6 21.4 17.6 11.8 6.2 4.2 3.8

ｎ

困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

499 7.0 25.3

全  体

全  体
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問 21 介護する上で、お世話をしている方のことで困ったことや、悩んでいることはありますか。

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護する上で、お世話をしている方のことでの困りごとや悩みについて、「お世話が必要な方の状態

悪化」が24.4％と最も多く、次いで「認知症の人との接し方」が19.4％、「お世話が必要なことについて

本人の自覚がない」が19.2％となっています。 

 

 
 

 

(%)

ｎ

お
世
話
が
必
要
な
方
の
状
態
悪

化 認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

お
世
話
が
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
本
人
の
自
覚
が
な
い

お
世
話
を
し
て
い
る
方
の
性
格

や
言
動

お
世
話
が
必
要
な
方
自
身
の
将

来 性
別
が
異
な
る
相
手
の
お
世
話

困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

499 24.4 19.4 19.2 18.8 17.4 5.0 13.2 33.5全  体
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第４章 若年者調査結果 

１ あなたご自身について 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別について、「女性」が61.6％、「男性」が38.4％となっています。 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢について、「６０歳～６４歳」が28.4％と最も多く、次いで「５０歳～５４歳」が19.9％、

「４５歳～４９歳」、「５５歳～５９歳」が18.1％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

４０歳～４４歳

４５歳～４９歳

５０歳～５４歳

５５歳～５９歳

６０歳～６４歳

15.5 18.1 19.9 18.1 28.4

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

男性 女性

38.4 61.6
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２ 健康の状況について 

問３ あなたの健康の状態はいかがですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の健康状態について、「ふつう」が39.1％と最も多く、次いで「まあ良好である」が36.9％、「あ

まり良好ではない」が11.4％となっています。 
 

問４ あなたが、健康のために気をつけていることはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康のために気をつけていることについて、「年に１回程度、健診を受けている」が74.5％と最も多

く、次いで「食事や栄養に気を付けている」が46.9％、「歯科健診や歯磨きなどを心がけている」が43.2％

となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

とても良好である

まあ良好である

ふつう

あまり良好ではない

全く良好ではない

11.1 36.9 39.1 11.4

1.5

(%)

ｎ

年
に
１
回
程
度
、

健
診
を
受
け

て
い
る

食
事
や
栄
養
に
気
を
付
け
て
い

る 歯
科
健
診
や
歯
磨
き
な
ど
を
心

が
け
て
い
る

十
分
な
睡
眠
や
休
息
を
と
っ

て

い
る

適
度
な
運
動
を
心
が
け
て
い
る

家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
い
る

仕
事
や
趣
味
な
ど
で
生
き
が
い

を
持
っ

て
い
る

規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
で
生
活
し

て
い
る

禁
酒
や
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い

よ
う
心
が
け
て
い
る

禁
煙
・
節
煙
を
心
が
け
て
い
る

特
に
な
い

271 74.5 46.9 43.2 36.5 34.3 33.6 30.6 28.8 25.5 24.0 4.1

ｎ

そ
の
他

無
回
答

271 0.4 0.4

全  体

全  体
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問５ あなたは、かかりつけの病院や医師がいますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけの病院や医師の有無について、「いる」が65.7％、「いない」が33.9％となっています。 

 

 

問６ あなたは、治療中の生活習慣病はありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療中の生活習慣病について、「高血圧」が18.1％と最も多く、次いで「脂質異常症（中性脂肪、コレ

ステロール過多）」が16.2％、「糖尿病」が5.5％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

いる

いない

無回答

65.7 33.9

0.4

(%)

ｎ

高
血
圧

脂
質
異
常
症
（

中
性
脂
肪
、

コ

レ
ス
テ
ロ
ー

ル
過
多
）

糖
尿
病

肥
満

心
疾
患

心
臓
病

脳
血
管
疾
患
（

脳
梗
塞
、

脳
出

血
）

ど
れ
も
な
い

そ
の
他

無
回
答

271 18.1 16.2 5.5 4.1 1.5 0.7 0.7 57.9 10.0 3.7全  体
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３ 介護保険制度について 

問７ 介護保険制度やサービスには、次のようなものがあります。あなたが、知っているものはど

れですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度やサービスの周知状況について、「介護保険制度は、高齢者の介護を社会全体で支える

制度である」が76.0％と最も多く、次いで「要介護度ごとに、利用できるサービスや、利用金額に上限

がある」、「サービスには、施設などに入所するものと、自宅でサービスを利用するものとがある」が

56.8％、「介護保険によるサービスを受けるためには要介護認定を受けて、要支援１以上と判定されな

ければならない」が54.6％となっています。 
 

問８ あなたは、介護保険制度を全体としてどのように評価していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度への評価について、「ふつう」が39.1％と最も多く、次いで「やや評価している」が21.0％、

「わからない」が20.3％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

とても評価している

やや評価している

ふつう

あまり評価していない

まったく評価していない

わからない

無回答

6.3 21.0 39.1 11.4

0.7

20.3

1.1

(%)

ｎ

介
護
保
険
制
度
は
、

高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
あ
る

要
介
護
度
ご
と
に
、

利
用
で
き
る
サ
ー

ビ

ス
や
、

利
用
金
額
に
上
限
が
あ
る

サ
ー

ビ
ス
に
は
、

施
設
な
ど
に
入
所
す
る

も
の
と
、

自
宅
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

も
の
と
が
あ
る

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
、

要
支
援

１
以
上
と
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
は
、

１
割
か
ら
３
割

の
自
己
負
担
が
必
要
で
あ
る

第
１
号
被
保
険
者
（

６
５
歳
以
上
）

の
保
険
料
の
納

入
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
か
、

納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
る

介
護
保
険
加
入
者
は
第
１
号
被
保
険
者

（

６
５
歳
以
上
）

と
第
２
号
被
保
険
者

（

４
０
歳
～

６
４
歳
）

で
あ
る

４
０
歳
か
ら
６
４
歳
ま
で
の
方
は
、

特
定

の
病
気
に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
場

合
の
み
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

介
護
保
険
料
は
、

市
全
体
に
お
け
る
介
護

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
決
ま
る

６
５
歳
以
上
の
方
は
簡
易
な
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
必

要
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

認
定
を
受
け
ず
に
あ
る
程

度
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

滞
納
期
間

別
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
措
置
が
あ
る

知
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

271 76.0 56.8 56.8 54.6 41.0 35.1 30.3 18.1 11.4 8.5 5.2 11.4全  体
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問９ 介護保険制度の内容などを、皆さんによく知っていただくためには、どのような方法がよい

と思いますか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度の周知方法について、「広報紙などで説明する」が46.5％と最も多く、次いで「インター

ネットで検索できるようにする」が41.0％、「介護保険のニュースやパンフレットなどを作る」が38.7％

となっています。 

 

  

(%)

ｎ

広
報
紙
な
ど
で
説
明
す
る

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
す
る

介
護
保
険
の
ニ
ュ
ー

ス
や
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
作
る

個
別
の
説
明
で
対
応
す
る

地
区
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
て

説
明
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る

そ
の
他

無
回
答

271 46.5 41.0 38.7 15.1 8.1 6.6 2.6 2.2全  体
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４ 今後の介護希望について 

問 10 あなたご自身が、今後、介護が必要になった場合、どのようにしたいとお考えですか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護が必要になった場合の考え方について、「自宅で、訪問介護やデイサービスなどの在宅サービス

を利用しながら生活したい」が36.5％と最も多く、次いで「介護サービスの付いている住まいや有料老

人ホーム、グループホームなどの施設に入所したい」が20.7％、「特別養護老人ホームや老人保健施設な

どの施設に入所したい」が13.7％となっています。 
 

問 11 あなたの老後について、どんなことに不安を感じますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老後に感じる不安について、「介護を必要とする状態になること」が71.6％と最も多く、次いで「病

気・健康について」が66.4％、「老後の生活費の蓄えがないこと」が49.8％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

自宅で、家族や

親族の世話などを

受けて生活したい

自宅で、訪問介護やデイ

サービスなどの在宅

サービスを利用しながら

生活したい

介護サービスの付いている

住まいや有料老人ホーム、

グループホームなどの施設に

入所したい

特別養護老人ホームや

老人保健施設などの

施設に入所したい

わからない

無回答

4.4 36.5 20.7 13.7 22.9

1.8

(%)

ｎ

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

る
こ
と

病
気
・
健
康
に
つ
い
て

老
後
の
生
活
費
の
蓄
え
が
な
い

こ
と

様
々
な
手
続
き
が
で
き
な
く
な

る
こ
と

老
後
の
生
活
準
備
が
全
く
な
い

こ
と

孤
独
で
あ
る
こ
と

住
宅
が
老
後
の
生
活
に
適
さ
な

い 犯
罪
の
被
害
に
あ
う
こ
と

人
間
関
係
の
こ
と

家
族
が
老
後
に
関
心
が
な
い
こ

と 不
安
は
感
じ
る
が
具
体
的
に
は

わ
か
ら
な
い

271 71.6 66.4 49.8 30.6 22.1 13.3 12.5 11.4 8.5 1.5 5.2

ｎ

不
安
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

271 1.8 1.8 0.4

全  体

全  体
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問 11－１ 問 11で、「１．介護を必要とする状態になること」と回答した方に伺います。 

あなた自身の介護について、どんなことに不安を感じますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護に感じる不安について、「寝たきりや認知症になること」が89.7％と最も多く、次いで「家族等に

負担をかけること」が70.1％、「施設入所を希望した場合、入所できるかわからないこと」が46.4％とな

っています。 

 

問 12 あなたは、万が一の場合、看取りの場所はどこがいいですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

万が一の場合の看取りの場所について、「病院」28.4％と最も多く、次いで「自宅」が27.3％、「施設」

が5.2％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

自宅

病院

施設

わからない

無回答

27.3 28.4 5.2 38.0

1.1

(%)

ｎ

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ

と 家
族
等
に
負
担
を
か
け
る
こ
と

施
設
入
所
を
希
望
し
た
場
合
、

入
所
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
こ

と 介
護
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
こ
と

ど
ん
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
こ
と

介
護
に
対
す
る
知
識
や
技
術
が

な
い
こ
と

介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
が
わ

か
ら
な
い
こ
と

家
族
が
遠
く
に
い
る
こ
と

そ
の
他

194 89.7 70.1 46.4 30.4 21.6 21.1 19.1 4.6 1.5全  体
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５ 介護生活を続ける際の不安や困りごとについて 

問 13 あなたの親・配偶者・兄弟等が、もし介護が必要になった場合どのように介護したいと思い

ますか。（現在、介護が必要な場合も含む）（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親族（親・配偶者・兄弟等）に介護が必要になった場合の考え方について、「自宅で、訪問介護やデイ

サービスなどの在宅サービスを利用しながら生活してもらいたい」が52.8％と最も多く、次いで「介護

サービス付きの住まいや有料老人ホーム、グループホームなどへ入所してもらいたい」が33.6％、「特別

養護老人ホームや老人保健施設などの施設に入所してもらいたい」が32.1％となっています。 

 
 

問 14 あなたの親・配偶者・兄弟等の老後について、どんなことに不安を感じますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

親族の老後に感じる不安について、「介護を必要とする状態になること」が75.3％と最も多く、次いで

「病気・健康について」が60.9％、「老後の生活費の蓄えがないこと」が33.6％となっています。  

(%)

ｎ

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

る
こ
と

病
気
・
健
康
に
つ
い
て

老
後
の
生
活
費
の
蓄
え
が
な
い

こ
と

様
々
な
手
続
き
が
で
き
な
く
な

る
こ
と

老
後
の
生
活
準
備
が
全
く
な
い

こ
と

住
宅
が
老
後
の
生
活
に
適
さ
な

い 犯
罪
の
被
害
に
あ
う
こ
と

親
族
の
人
間
関
係
の
こ
と

老
後
の
希
望
を
知
ら
な
い
こ
と

孤
独
で
あ
る
こ
と

不
安
は
感
じ
る
が
具
体
的
に
は

わ
か
ら
な
い

271 75.3 60.9 33.6 21.0 15.5 13.3 12.2 10.0 9.2 8.1 4.8

ｎ

不
安
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

271 2.6 1.8 0.7

全  体

全  体

(%)

ｎ

自
宅
で
、

訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な

ど
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
生

活
し
て
も
ら
い
た
い

介
護
サ
ー

ビ
ス
付
き
の
住
ま
い
や
有
料
老

人
ホ
ー

ム
、

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
な
ど
へ
入

所
し
て
も
ら
い
た
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
も
ら
い
た
い

自
宅
で
、

家
族
や
親
族
の
世
話
な
ど
を
受

け
て
生
活
し
て
も
ら
い
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

271 52.8 33.6 32.1 11.1 10.7 1.1全  体
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問 14－１ 問 14で、「１．介護を必要とする状態になること」と回答した方に伺います。 

具体的に、どんなことに不安を感じますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親族の介護に感じる不安について、「寝たきりや認知症になること」が89.2％と最も多く、次いで「施

設入所を希望した場合、入所できるかわからないこと」が51.5％、「介護のために就労を継続できなくな

ること」が35.3％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ

と 施
設
入
所
を
希
望
し
た
場
合
、

入
所
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
こ

と 介
護
の
た
め
に
就
労
を
継
続
で

き
な
く
な
る
こ
と

ど
ん
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
こ
と

介
護
に
対
す
る
知
識
や
技
術
が

な
い
こ
と

誰
が
介
護
を
す
る
か
話
し
合
い

が
な
い
こ
と

介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
が
わ

か
ら
な
い
こ
と

他
の
親
族
に
よ
る
介
護
の
協
力

が
な
い
こ
と

何
か
あ
っ

て
も
、

す
ぐ
に
か
け

つ
け
ら
れ
な
い
こ
と

介
護
の
た
め
に
通
う
こ
と

誰
も
介
護
す
る
人
が
い
な
い
こ

と

204 89.2 51.5 35.3 34.8 31.9 26.0 22.5 21.1 20.1 18.1 15.7

ｎ

親
族
の
介
護
の
希
望
を
知
ら
な

い
こ
と

介
護
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い

こ
と

そ
の
他

204 14.2 10.8 2.5

全  体

全  体
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問 15 あなたは今までに高齢者の方を介護したことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者への介護経験について、「ない」が64.2％、「ある」が35.1％となっています。 

 

 

問 15－１ 問 15で、「１．ある」と回答した方に伺います。 

介護をして、主に苦労した（している）点は次のうちどれですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護をして苦労した点について、「排せつの介助」が47.4％と最も多く、次いで「認知症の症状への対

応」45.3％、「移動の介助」が42.1％となっています。 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

ある

ない

無回答

35.1 64.2

0.7

(%)

ｎ

排
せ
つ
の
介
助

認
知
症
の
症
状
へ
の
対
応

移
動
の
介
助

入
浴
の
介
助

介
護
保
険
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等

の
手
続

食
事
の
介
助

寝
が
え
り
（

床
ず
れ
の
防
止
）

特
に
苦
労
は
感
じ
な
い

そ
の
他

95 47.4 45.3 42.1 36.8 36.8 29.5 10.5 3.2 6.3全  体



第４章 若年者調査結果 

87 

 

問 15－２ 問 15で、「１．ある」と回答した方に伺います。 

介護を理由に退職・転職・休職・休暇（介護休暇含む）の利用・在宅勤務・部署異動・

就労時間の変更等を経験したことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護を理由に働き方を変えた経験について、「介護を理由に働き方を変えたことはない」が38.9％と

最も多く、次いで「過去・または現在経験した」が35.8％となっています。 

 

 

問 15－３ 問 15－2で、「１．過去・または現在経験した」または「２．検討している。」と回答

した方に伺います。 

介護を理由に働き方を変えた行動は、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護を理由に働き方を変えた行動について、「就労時間の変更」が45.0％と最も多く、次いで「休暇

（介護休暇を含む）」が40.0％、「退職」、「休職」が25.0％となっています。 

 

  

全  体 (n=95)
（％）

  凡　例

過去・または現在経験した

検討している

介護を理由に働き方を

変えたことはない

仕事はしていなかった

無回答

35.8 6.3 38.9 15.8 3.2

(%)

ｎ

就
労
時
間
の
変
更

休
暇
（

介
護
休
暇
を
含
む
）

退
職

休
職

転
職

在
宅
勤
務

部
署
の
異
動

そ
の
他

40 45.0 40.0 25.0 25.0 7.5 2.5 2.5 2.5全  体
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６ 介護保険制度や高齢者福祉施策について 

問 16 今後、高齢者が地域で安心していきいきと生活するために、特に充実すべきだと思うものは

何ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が地域で安心して生活するために充実させることについて、「いろいろな相談事について、身

近で対応してくれる相談体制を整備する」が45.4％と最も多く、次いで「外出の際の移動手段・送迎サ

ービスの充実」が38.4％、「介護保険のサービスを充実する」が31.7％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

い
ろ
い
ろ
な
相
談
事
に
つ
い
て
、

身
近
で

対
応
し
て
く
れ
る
相
談
体
制
を
整
備
す
る

外
出
の
際
の
移
動
手
段
・
送
迎
サ
ー

ビ
ス

の
充
実

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

高
齢
者
向
け
の
住
宅
な
ど
、

安
心
し
て
地

域
で
生
活
で
き
る
住
ま
い
を
整
備
す
る

教
養
・
趣
味
の
講
座
な
ど
を
充
実
し
、

生

き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る

健
康
診
査
や
健
康
教
室
な
ど
を
充
実
し
、

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
を

推
進
す
る

高
齢
者
の
就
労
の
機
会
を
増
や
す

で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

介
護
保
険
以

外
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る

安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
、

道
路
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る

介
護
予
防
の
取
組

271 45.4 38.4 31.7 25.1 23.6 22.5 16.6 14.8 14.4 9.6 8.5

ｎ

そ
の
他

無
回
答

271 2.6 2.2

全  体

全  体
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問 16－１ 問 16で、「１．ボランティアなどの地域福祉活動を推進する」と回答した方に伺いま

す。 

あなたはボランティア活動を推進するために、今後どのようなことが重要だと考えます

か。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動を推進するために、今後重要なことについて、「活動に関する様々な情報を提供す

る」が51.1％と最も多く、次いで「活動する団体に対して経済的な支援を行う」が35.6％、「活動する個

人に対して経済的な支援を行う」が31.1％となっています。 

 

 

問 17 塩竈市には、高齢者の生活に関する総合相談や介護予防の支援を行う拠点として「地域包括

支援センター」が５か所設置されています。 

あなたは、「地域包括支援センター」について知っていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域包括支援センター」の認知度について、「よく知らない、聞いたこともない」が28.4％と最も多

く、次いで「名前を聞いたことがある程度」が27.7％、「知っているし、利用したことがある」が22.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

全  体 (n=271)
（％）

  凡　例

知っているし、

利用したことがある

知っているが、

利用したことはない

名前を聞いたことがある程度

よく知らない、

聞いたこともない

無回答

22.9 20.7 27.7 28.4

0.4

(%)

ｎ

活
動
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を

提
供
す
る

活
動
す
る
団
体
に
対
し
て
経
済

的
な
支
援
を
行
う

活
動
す
る
個
人
に
対
し
て
経
済

的
な
支
援
を
行
う

活
動
に
対
す
る
社
会
的
評
価
を

高
め
る

養
成
・
研
修
の
機
会
を
充
実
さ

せ
る

活
動
す
る
団
体
と
受
入
れ
団
体

を
結
び
つ
け
る
人
の
養
成
を
行

う 保
険
加
入
を
推
進
し
、

事
故
な

ど
へ
の
対
応
を
整
備
す
る

特
に
な
い

そ
の
他

45 51.1 35.6 31.1 26.7 20.0 6.7 2.2 4.4 4.4全  体
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問 18 市では、独自に次の事業を行っております。特に継続した方がよいと思う事業はどれです

か。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に継続した方が良いと思う市の事業について、「在宅で介護する家族への紙おむつなどの給付サー

ビス」が49.4％と最も多く、次いで「週１～２回の配食サービスの助成」が39.1％、「リフト付タクシー

チケットの給付サービス」が38.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

(%)

ｎ

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
へ
の
紙
お
む
つ
な

ど
の
給
付
サ
ー

ビ
ス

週
１
～

２
回
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
助
成

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ

ト
の
給
付

サ
ー

ビ
ス

見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
、

自
立
生

活
可
能
な
高
齢
者
用
の
専
用
住
宅
で
あ
る

シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
に
か
か
る
設
置

費
や
月
額
料
金
の
助
成

１
年
以
上
、

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
い

で
、

常
に
在
宅
介
護
を
す
る
方
を
対
象
に
支
給
す
る

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

長
寿
祝
金
や
敬
老
金
の
支
給

特
に
な
い

無
回
答

271 49.4 39.1 38.4 36.2 35.8 29.5 12.2 6.3 1.5全  体
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第５章 介護サービス事業所実態調査 

１ 事業所の概要について 

問１－１① 年齢世代別従業員数（正規従業員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規従業員の年齢世代別従業員数について、「５０歳代」が29.3％と最も多く、次いで「４０歳代」が

25.1％、「３０歳代」が21.4％となっています。 

 

 

問１－１② 年齢世代別従業員数（非正規従業員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

非正規従業員の年齢世代別従業員数について、「６０歳代」が29.1％と最も多く、次いで「５０歳代」、

「７０歳以上」が20.9％、「４０歳代」が14.0％となっています。 

 

  

全  体 (n=258)
（％）

  凡　例

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

4.3 10.9 14.0 20.9 29.1 20.9

全  体 (n=499)
（％）

  凡　例

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

12.4 21.4 25.1 29.3 10.6

1.2
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問１－２① 勤続年数別従業員数（正規従業員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規従業員の勤続年数別従業員数について、「１０年以上」が29.3％と最も多く、次いで「５年以上１

０年未満」が20.6％、「１年未満」が18.1％となっています。 

 

 

問１－２② 勤続年数別従業員数（非正規従業員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

非正規従業員の勤続年数別従業員数について、「１０年以上」が25.4％と最も多く、次いで「１年以上

３年未満」が21.3％、「５年以上１０年未満」が19.7％となっています。 

 

  

全  体 (n=244)
（％）

  凡　例

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上

18.9 21.3 14.8 19.7 25.4

全  体 (n=509)
（％）

  凡　例

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上

18.1 16.1 15.9 20.6 29.3
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問１－３①・②・③ 令和７年１月１日から令和７年 12月 31日までの 1年間の採用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月１日から令和７年12月31日までの１年間の採用者数について、全体では「０人」が32.8％

と最も多く、次いで「１人」が19.7％、「５人以上」が16.4％となっています。 

正規従業員では「０人」が31.1％と最も多く、次いで「１人」が18.0％、「２人」が13.1％となってい

ます。 

非正規従業員では「０人」が34.4％と最も多く、次いで「１人」が18.0％、「２人」が6.6％となって

います。 

 

  

①１年間の採用者数 (n=61)
（％）

②正規従業員 (n=61)

③非正規従業員 (n=61)

  凡　例

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

32.8

31.1

34.4

19.7

18.0

18.0

13.1

13.1

6.6

8.2

8.2

3.3

3.3

4.9

3.3

16.4

4.9

4.9

6.6

19.7

29.5
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問１－４①・②・③ 令和７年１月１日から令和７年 12月 31日までの１年間の離職者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月１日から令和７年12月31日までの1年間の離職者数について、全体では「０人」が32.8％

と最も多く、次いで「２人」が21.3％、「１人」が18.0％となっています。 

正規従業員では「０人」が36.1％と最も多く、次いで「１人」が16.4％、「２人」が14.8％となってい

ます。 

非正規従業員では「０人」が31.1％と最も多く、次いで「１人」が18.0％、「２人」が11.5％となって

います。 

 

問１－４④ 離職者の平均勤務年数 

 

 

 

 

 

 

 

離職者の平均勤務年数について、「１年未満」、「５年以上」が19.7％と最も多く、次いで「１〜３年未

満」が18.0％、「３～５年未満」が13.1％となっています。 

 

  

①１年間の離職者数 (n=61)
（％）

②正規従業員 (n=61)

③非正規従業員 (n=61)

  凡　例

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

32.8

36.1

31.1

18.0

16.4

18.0

21.3

14.8

11.5

6.6

6.6

4.9

3.3

-

-

9.8

1.6

4.9

8.2

24.6

29.5

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

１年未満

１～３年未満

３～５年未満

５年以上

無回答

19.7 18.0 13.1 19.7 29.5
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問２ 貴事業所が提供するサービス（予防を含む）についてお答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供しているサービスについて、「居宅介護支援」が37.7％と最も多く、次いで「訪問介護」が31.1％、

「訪問看護」、「通所介護」、「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」が9.8％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

居
宅
介
護
支
援

訪
問
介
護

訪
問
看
護

通
所
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
）

訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
（

総
合
事

業
）

地
域
密
着
型
通
所
介
護

通
所
型
サ
ー

ビ
ス
（

総
合
事

業
）

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン

短
期
入
所
生
活
介
護

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
入
居
者
生
活
介
護

居
宅
療
養
管
理
指
導

61 37.7 31.1 9.8 9.8 9.8 8.2 6.6 6.6 4.9 4.9 3.3 3.3 1.6

ｎ

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン

短
期
入
所
療
養
介
護

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

福
祉
用
具
・
特
定
福
祉
用
具

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

介
護
老
人
保
健
施
設

訪
問
入
浴
介
護

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
医
療
院
（

介
護
療
養
型
医

療
施
設
）

そ
の
他

61 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 - - - - - - 6.6

全  体

全  体
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２ 運営状況について 

問３ 貴事業所の現在の経営状況をどのように認識していますか。（あてはまるもの１つに○） 

※おおよその感覚でお答えいただいて構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の経営状況について、「収支は均衡」が32.8％と最も多く、次いで「概ね赤字」が19.7％、「概ね

黒字」が18.0％となっています。 

 

問４ 貴事業所が受けられる利用者の数【供給】に対して、貴事業所の利用を希望する人の数【需

要】は、次のどれにあてはまりますか。（あてはまるもの１つに○） 

※おおよその感覚でお答えいただいて構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所が受けられる利用者数に対する利用希望者数（需給バランス）について、「需給が均衡してい

る」が41.0％と最も多く、次いで「需要が供給をやや上回る」が26.2％、「需要が供給をやや下回る」が

23.0％となっています。 

 

  

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

需要が供給を大きく上回る

需要が供給をやや上回る

需給が均衡している

需要が供給をやや下回る

需要が供給を大きく下回る

わからない

無回答

3.3 26.2 41.0 23.0 4.9

- 1.6

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

常に黒字

概ね黒字

収支は均衡

概ね赤字

常に赤字

わからない

6.6 18.0 32.8 19.7 13.1 9.8
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問５ 貴事業所の円滑な運営を進めていくうえで、支障となっていることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所の円滑な運営の支障になっていることについて、「事務作業量が多い」が59.0％と最も多く、次

いで「専門職の確保が難しい」が52.5％、「介護報酬が少なく、採算がとれない」が45.9％となっていま

す。 

 

  

(%)

ｎ

事
務
作
業
量
が
多
い

専
門
職
の
確
保
が
難
し
い

介
護
報
酬
が
少
な
く
、

採
算
が

と
れ
な
い

利
用
者
の
確
保
が
難
し
い

人
材
育
成
が
難
し
い

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

が
難
し
い

経
営
経
費
、

活
動
資
金
が
不
足

し
て
い
る

職
員
が
定
着
し
に
く
い

職
員
の
仕
事
へ
の
意
欲
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
い

利
用
者
や
家
族
の
制
度
へ
の
理

解
不
足

医
療
機
関
と
連
携
を
図
る
こ
と

が
難
し
い

61 59.0 52.5 45.9 42.6 34.4 31.1 29.5 24.6 18.0 9.8 9.8

ｎ

市
役
所
等
の
行
政
と
連
携
を
図

る
こ
と
が
難
し
い

利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
が

難
し
い

特
に
な
し

そ
の
他

61 1.6 - 3.3 3.3

全  体

全  体
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３ 介護人材の定着・離職等について 

問６ 職種ごとの従業員の過不足について、どのように感じていますか。 

また、『⑧全体で見た場合』で、「大いに不足」「不足」「やや不足」のいずれかに○をつ

けた事業者は、問７でその理由についてもお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種ごとの従業員の過不足状況について、「大いに不足」と「不足」と「やや不足」を合わせた『不足』

は「③介護職員」が49.2％と最も多く、次いで「①訪問介護職員」が41.1％、「②サービス提供責任者」

が39.4％となっています。 

 

  

①訪問介護職員 (n=61)
（％）

②サービス提供責任者 (n=61)

③介護職員 (n=61)

④看護職員 (n=61)

⑤生活相談員 (n=61)

⑥介護支援専門員 (n=61)

⑦理学療法士・作業療法士・

言語聴覚士・機能訓練指導員
(n=61)

⑧全体で見た場合 (n=61)

  凡　例

大いに不足

不足

やや不足

適当

過剰

当該職種はいない

無回答

14.8

6.6

8.2

6.6

-

6.6

-

13.1

19.7

21.3

21.3

14.8

9.8

9.8

4.9

27.9

6.6

11.5

19.7

9.8

9.8

18.0

8.2

32.8

3.3

13.1

11.5

21.3

26.2

23.0

23.0

13.1

-

-

-

-

-

-

-

-

39.3

32.8

24.6

27.9

37.7

31.1

45.9

4.9

16.4

14.8

14.8

19.7

16.4

11.5

18.0

8.2
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問７ 【問６の『⑧全体で見た場合』で、「大いに不足」「不足」「やや不足」のいずれかに○を

つけた事業者に伺います。】 

不足している理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員が不足している理由について、「採用が困難である（募集しても応募がない、または少ない）」

が93.3％と最も多く、「離職率が高い（定着率が低い）」が28.9％、「経営（収支）状況が厳しく、雇用で

きない」が22.2％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

採
用
が
困
難
で
あ
る
（

募
集
し

て
も
応
募
が
な
い
、

ま
た
は
少

な
い
）

離
職
率
が
高
い
（

定
着
率
が
低

い
）

経
営
（

収
支
）

状
況
が
厳
し

く
、

雇
用
で
き
な
い

そ
の
他

45 93.3 28.9 22.2 2.2全  体
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問８ 人材の確保が難しいと感じていますか。またその理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人員確保が難しい理由について、「他業種に比べ賃金水準が低い」が75.4％と最も多く、次いで「多く

の業界が人手不足であり介護業界は特に厳しい」が65.6％、「仕事がきつい（肉体的・精神的）というイ

メージがある」、「介護業界のマイナスイメージがある」が57.4％となっています。 
 

問９ 離職者について、主な離職理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員の主な離職理由について、「収入の問題（賃金に対する不満）」が41.0％と最も多く、次いで「精

神的な不調」が36.1％、「身体的な不調」が32.8％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

収
入
の
問
題
（

賃
金
に
対
す
る

不
満
）

精
神
的
な
不
調

身
体
的
な
不
調

職
場
の
人
間
関
係

労
働
時
間
・
休
日
・
勤
務
体
制

の
問
題

従
業
員
自
身
の
高
齢

家
族
・
親
族
の
介
護
や
看
護

他
職
種
へ
の
転
職

キ
ャ

リ
ア
ア
ッ

プ
の
た
め
の
転

職 法
人
・
事
業
所
の
理
念
や
運
営

と
の
不
一
致

独
立
や
他
事
業
所
へ
の
移
籍

61 41.0 36.1 32.8 31.1 26.2 24.6 24.6 19.7 18.0 11.5 6.6

ｎ

従
業
員
自
身
の
結
婚
、

出
産

従
業
員
自
身
の
育
児

人
員
整
理
な
ど
事
業
者
側
の
都

合 そ
の
他

無
回
答

61 4.9 4.9 3.3 3.3 6.6

全  体

全  体

(%)

ｎ

他
業
種
に
比
べ
賃
金
水
準
が
低

い 多
く
の
業
界
が
人
手
不
足
で
あ

り
介
護
業
界
は
特
に
厳
し
い

仕
事
が
き
つ
い
（

肉
体
的
・
精

神
的
）

と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ

る 介
護
業
界
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る

同
業
他
社
と
の
人
材
獲
得
競
争

が
厳
し
い

夜
間
勤
務
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る

雇
用
が
不
安
定
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る

感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答

61 75.4 65.6 57.4 57.4 32.8 16.4 11.5 4.9 6.6 1.6全  体
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問 10 従業員が不足し、充足しない場合、どのように対応していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員が不足し、充足しない場合の対応について、「法人内の他の事業所から配置転換している」が

31.1％と最も多く、次いで「職員配置基準を守るため、サービス利用者を減らしている」が24.6％、「人

材派遣会社に職員派遣を依頼している」が16.4％となっています。 

 

 

問 11 従業員の定着状況についてどのように考えていますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員の定着状況への考えについて、「定着率は安定しており、困っていない」が55.7％と最も多く、

次いで「定着率が低く、困っている」が36.1％となっています。 

  

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

定着率が低く、困っている

定着率は安定しており、

困っていない

その他

36.1 55.7 8.2

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

職員配置基準を守るため、

サービス利用者を

減らしている

法人内の他の事業所から

配置転換している

人材派遣会社に職員派遣を

依頼している

特に対応していない

その他

無回答

24.6 31.1 16.4 14.8 9.8 3.3
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問 12 従業員の離職防止や定着促進を図るために、どのような取り組みを行っていますか。また、

その取り組みのなかで、効果があったと思われるものに○を記入してください。 

◆「問 12－① 離職防止、定着促進の取り組み」（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離職防止、定着促進の取り組みについて、「休暇の取りやすい職場環境の充実を図っている」が68.9％

と最も多く、次いで「職場内コミュニケーションの円滑化を図っている」が65.6％、「本人の希望に応じ

た勤務体制にする等労働条件の改善に取り組んでいる」が60.7％となっています。 

 

  

(%)

ｎ

休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場
環
境

の
充
実
を
図
っ

て
い
る

職
場
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

の
円
滑
化
を
図
っ

て
い
る

本
人
の
希
望
に
応
じ
た
勤
務
体

制
に
す
る
等
労
働
条
件
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る

業
務
改
善
や
効
率
化
な
ど
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て

い
る

非
正
規
職
員
か
ら
正
規
職
員
へ

の
転
換
の
機
会
を
設
け
て
い
る

社
内
研
修
、

外
部
研
修
な
ど
能

力
開
発
の
機
会
を
設
け
て
い
る

資
格
取
得
へ
の
支
援
を
推
進
し

て
い
る

賃
金
・
休
日
な
ど
の
労
働
条
件

を
改
善
し
て
い
る

出
産
、

子
育
て
、

家
族
等
へ
の

支
援
な
ど
の
制
度
を
充
実
さ
せ

て
い
る

キ
ャ

リ
ア
に
応
じ
た
給
与
体
系

を
整
備
し
て
い
る

不
満
や
悩
み
な
ど
の
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
る

61 68.9 65.6 60.7 47.5 44.3 44.3 41.0 39.3 32.8 31.1 31.1

ｎ

能
力
等
を
評
価
し
、

配
置
や
処

遇
に
反
映
し
て
い
る

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
、

職
場

内
の
交
流
や
職
員
の
健
康
管
理

な
ど
に
努
め
て
い
る

介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

導
入
に
よ
る
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
行
っ

て
い
る

特
に
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な

い そ
の
他

61 29.5 26.2 21.3 6.6 -

全  体

全  体
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◆「問 12－② 効果があった取り組み」（上位３つまでに〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果があった取り組みについて、「休暇の取りやすい職場環境の充実を図っている」が41.0％と最も

多く、次いで「本人の希望に応じた勤務体制にする等労働条件の改善に取り組んでいる」が36.1％、「職

場内コミュニケーションの円滑化を図っている」が29.5％となっています。 
 

問 13 介護人材不足に対し、行政（国・県・市）に望むことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護人材不足に対し、行政（国・県・市）に望むことについて、「賃金水準の向上支援」が88.5％と最

も多く、次いで「介護業界のイメージアップや就職促進の取り組み」が45.9％、「勤務条件の改善支援」

が42.6％となっています。 

  

(%)

ｎ

賃
金
水
準
の
向
上
支
援

介
護
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ

プ

や
就
職
促
進
の
取
り
組
み

勤
務
条
件
の
改
善
支
援

求
職
者
と
事
業
所
の
マ
ッ

チ
ン

グ
支
援

職
員
研
修
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実

（

資
質
の
向
上
）

ロ
ボ
ッ

ト
等
の
介
護
機
器
の
導

入
支
援

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ

支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

61 88.5 45.9 42.6 37.7 19.7 19.7 11.5 6.6 4.9 1.6全  体

(%)

ｎ

休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場
環
境

の
充
実
を
図
っ

て
い
る

本
人
の
希
望
に
応
じ
た
勤
務
体

制
に
す
る
等
労
働
条
件
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る

職
場
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

の
円
滑
化
を
図
っ

て
い
る

賃
金
・
休
日
な
ど
の
労
働
条
件

を
改
善
し
て
い
る

出
産
、

子
育
て
、

家
族
等
へ
の

支
援
な
ど
の
制
度
を
充
実
さ
せ

て
い
る

社
内
研
修
、

外
部
研
修
な
ど
能

力
開
発
の
機
会
を
設
け
て
い
る

業
務
改
善
や
効
率
化
な
ど
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
て

い
る

介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

導
入
に
よ
る
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
行
っ

て
い
る

不
満
や
悩
み
な
ど
の
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
る

非
正
規
職
員
か
ら
正
規
職
員
へ

の
転
換
の
機
会
を
設
け
て
い
る

資
格
取
得
へ
の
支
援
を
推
進
し

て
い
る

61 41.0 36.1 29.5 19.7 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 6.6 6.6

ｎ

福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
、

職
場

内
の
交
流
や
職
員
の
健
康
管
理

な
ど
に
努
め
て
い
る

能
力
等
を
評
価
し
、

配
置
や
処

遇
に
反
映
し
て
い
る

キ
ャ

リ
ア
に
応
じ
た
給
与
体
系

を
整
備
し
て
い
る

特
に
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
な

い そ
の
他

無
回
答

61 6.6 4.9 3.3 6.6 4.9 1.6

全  体

全  体
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４ 今後の事業所運営等について 

問 14 貴事業所の今後の事業展開の方向性（事業規模や人員など）をどのように考えていますか。

（あてはまるもの１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の事業展開の方向性について、「現状維持」が85.2％と最も多く、次いで「拡大する」が11.5％、

「縮小する」が3.3％となっています。 
 

問 15 【問 14で、「１．拡大する」と回答した事業者に伺います。】 

提供サービスを増やす意向がある場合、そのサービスの内容についてご記入ください。 

サービスの種類 開始（予定）年月日 定員数 

居宅介護支援 無回答 ９名 

訪問介護 令和 10 年４月 60名 

居宅介護支援事業所の大規模化 無回答 無回答 

訪問介護 令和８年５月 46名 

居宅介護支援事業所の人員拡大 無回答 ２名 

グループホーム 無回答 18名 

 

 

 

 

全  体 (n=61)
（％）

  凡　例

拡大する

現状維持

縮小する

11.5 85.2 3.3
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資料編 

１ アンケート調査票 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 
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（２）在宅介護実態調査 
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（３）若年者調査 
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（４）介護サービス事業所実態調査 
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